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લ区東༗അٶにྭΉۀ࡞は、φεのऩ֭ࢴのද݄ࠓ
の࣋ా༟ً͞Μ。໿��Ὢの畑とԹࣨで、τϚτやϝϩ
ϯなͲ೥ؒ��඼΄Ͳ࠿ഓ。ηϨαϞεٶલళとେాࢢ
৔にग़ՙしています。
࣋ా͞Μの畑では、ΘΒΛෑ͘͜とでట௓ͶΛ๷͗
පؾΛ༧๷するଞ、地Թの্ঢなͲΛ཈੍。͞Βに、
ப�ຊ�ຊの֯౓Λௐઅし、畑શମが೔౰ͨΓと෩ࢧ
通しのྑいڥ؀になるΑ͏に৺ֻ͚ています。
͜れかΒの࣌ظ΋、୮ਫ਼してҭてͨՆ野菜のऩ֭で
๩しい೔ʑがଓ͖ます。

≪ ナスの収穫作業 ≫
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今月の
表紙

��೔
ʢۚʣ

ɾ川࡚ࢢ梨ɾͿͲ͏඼ධձɹલظの෦
ʮ一ൠ؍ཡɾߪೖ݊ʯの഑෇ɹ��࣌ʙ��࣌��෼
一ൠ؍ཡɹ��࣌��෼ʙ��࣌��෼
ଈചձɹɹ��࣌��෼ʙചΓ੾れ࣍ୈऴྃ
ʢηϨαϞεٶલళʣ
。が͟͝いますߋ೥౓ΑΓ一෦มࠓ˞
ɹ 。Λ͝ཡͩ͘͞いهはԼࡉৄ
ɾ૯୅ɾ૊৫Ϧʔμʔݚमձʢ��࣌ʙ、ຊళʣ

��೔
ʢ౔ʣ

山の日

��೔
ʢՐʣ

ఆྫཧࣄձ

��೔
ʢۚʣ

ɾ川࡚ࢢ梨ɾͿͲ͏඼ධձɹظޙの෦
ʮ一ൠ؍ཡɾߪೖ݊ʯの഑෇ɹ��࣌ʙ��࣌��෼
一ൠ؍ཡɹ��࣌��෼ʙ��࣌��෼
ଈചձɹɹ��࣌��෼ʙചΓ੾れ࣍ୈऴྃ
ʢ川࡚ࢢ೶ٕۀज़ࢧԉηϯλʔʣ
。が͟͝いますߋ೥౓ΑΓ一෦มࠓ˞
ɹ 。Λ͝ཡͩ͘͞いهはԼࡉৄ
ɾୈ��ճঁੑ෦ੜ׆จԽ׆ಈମൃݧදձɾ
Ոのޫେձʢ��࣌ʙ、ຊళʣ

※日程等は変更されることがあります

8月の行事予定

［川崎市梨・ぶどう品評会について］
今年度は一般観覧後の購入順番が当日抽選となりました。「一般観
覧・購入券」の配付終了後、抽選を行い購入の順番を決定します。13
時〜13時45分にお越しください。13時より前のご来場はご遠慮くだ
さい。早くにいらしても購入順番とは無関係になります。
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特集　品質向上に向けた取り組み

ＪＡηϨα઒࡚ୈ��回௨ৗ૯୅会を�月��日、本ళηϨαϗʔルඈᠳで開き、
૯୅���ਓ（୅ཧਓ��ਓ、ॻ໘���ਓをؚΉ）がग़੮しました。ฏ੒��年度の
શ事業目ඪをୡ੒したことがใࠂされ、ఏग़したશٞҊが可ܾঝ認されました。
ฏ੒3�年度は、ୈ�࣍૯合3か年ܭըの࠷ऴ年度とと΋にୈ8࣍૯合3か年ܭ
ը΁のڮ౉しのؒظとして、ࢢ಺農஍をऔりרくさま͟まな৘੎にؑみ、஍Ҭ
ࣾ会と౎ࢢ農業のさらなるൃ展に͚޲てऔり組んでいくことを確認しました。

さらなる都市農業の
振興に向けて邁進
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��

組
合
長
の
あ
い
さ
つ
（
抜
粋
）

さ
ら
な
る
都
市
農
業
の
振
興
に
向
け
て
邁
進

代
表
理
事
組
合
長
原
修
一

平
成
��
年
度
は
、第
７
次
総
合
３
か
年
計

画
の
中
間
年
度
と
同
時
に
、創
立
��
周
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
度
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
大
き
な
節
目
を
祝
う
べ
く
、創
立
��
周

年
の
冠
を
つ
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

農
業
面
に
お
き
ま
し
て
は
、昨
年
の
通
常

総
代
会
で
ご
承
認
い
た
だ
い
た「
農
業
総
合

支
援
対
策
積
立
金
」と
と
も
に
、
農
業
関
連

融
資
を
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
活
用
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、昨
年
完
全
実
施
さ
れ
た
市
内
中
学

校
給
食
へ
の
食
材
供
給
な
ど
を
通
じ
て
、市

内
産
農
産
物
の
販
路
を
拡
大
し
、自
己
改
革

の
１
丁
目
１
番
地
で
あ
る「
農
業
所
得
の
増

大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」に
努
め
ま
し
た
。

事
業
面
に
お
き
ま
し
て
は
、組
合
員・利
用

者
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
り
、

全
事
業
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、事
業
管
理
費
な
ど
経
費
の

さ
ら
な
る
削
減
に
も
取
り
組
ん
だ
結
果
、税

引
前
当
期
利
益
は
、��
億
１
３
０
０
万
円
を

計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
創
立
��

周
年
の
節
目
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
対
し
、
改
め

て
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
��
年
度
は
、第
７
次
総
合
３
か
年
計

画
の
最
終
年
度
で
あ
る
と
と
も
に
、第
８
次

総
合
３
か
年
計
画
に
つ
な
げ
る
助
走
期
間
と

し
て
、重
要
な
年
度
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

川
崎
市
で
は
、今
年
３
月
か
ら
生
産
緑
地

地
区
指
定
の
下
限
面
積
が
、５
０
０
㎡
か
ら

３
０
０
㎡
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

今
年
度
の
税
制
改
正
で
、生
産
緑
地
を
他
の

農
業
者
等
に
貸
し
て
も
、相
続
税
の
納
税
猶

予
が
継
続
さ
れ
る
措
置
が
新
設
さ
れ
る
な

ど
、
都
市
農
業
を
継
続
し
て
い
く
上
で
、
大

き
な
追
い
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

生
産
緑
地
に
関
す
る
い
わ
ゆ
る「
２
０
２
２

年
問
題
」等
に
対
し
て
も
し
っ
か
り
と
対
応

し
、貴
重
な
市
内
農
地
の
保
全
に
全
力
を
挙

げ
、さ
ら
な
る
都
市
農
業
の
振
興
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

現
在
展
開
し
て
お
り
ま
す「
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」に
つ
き
ま
し
て
は
順
調
に
推
移

し
て
お
り
ま
す
が
、今
後
も
コ
ス
ト
の
見
直

し
等
、さ
ら
な
る
事
業
管
理
費
の
削
減
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、収
益
の
あ
が
る
事
業
を

展
開
し
、役
職
員
一
体
と
な
っ
て
Ｊ
Ａ
の
安

定
経
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、セ
レ
サ
ア
グ
リ
コ
株
式
会
社
に

係
る
解
散
等
に
つ
き
ま
し
て
、組
合
員
の
皆

さ
ま
に
説
明
と
お
詫
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

当
会
社
は
、農
業
者
の
高
齢
化
に
よ
る
担

い
手
不
足
や
遊
休
農
地
の
増
加
に
伴
う
生

産
基
盤
の
脆
弱
化
等
に
対
し
、農
作
業
受
託

や
農
機
の
貸
し
出
し
、農
業
体
験
型
農
園
の

運
営
な
ど
に
よ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
一

体
的
に
対
応
す
る
組
織
と
し
て
平
成
��
年

４
月
に
設
立
し
、事
業
を
運
営
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
般
こ
れ
ら
の
事
業
を
よ
り
機

動
的
に
展
開
す
る
た
め
、当
会
社
に
つ
い
て

は
解
散
を
し
、Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎
の
事
業
と

し
て
運
営
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
に
は
ご
心
配・
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
す
が
、農
機
の
貸
し
出
し
等
に
つ

き
ま
し
て
は
価
格
を
見
直
し
て
、皆
さ
ま
に

よ
り
ご
活
用
い
た
だ
き
や
す
い
内
容
と
い

た
し
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
自
己
改
革
の

成
果
を
出
し
、健
全
で
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
経
営
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。
引
き
続

き
ご
指
導
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

後
ほ
ど
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
各
議

案
に
つ
き
ま
し
て
、ご
審
議
と
ご
承
認
を
お

願
い
申
し
あ
げ
、ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

全
事
業
が
目
標
を
達
成

第
��
回
通
常
総
代
会
を
６
月
��
日
、

本
店
セ
レ
サ
ホ
ー
ル
飛
翔
で
開
き
、
総

代
６
６
２
人
（
代
理
人
��
人
、
書
面

１
７
１
人
を
含
む
）が
出
席
し
ま
し
た
。

開
会
を
前
に
、
出
席
し
た
総
代
総
数

が
全
総
代
７
０
０
人
の
過
半
数
３
５
１

人
に
達
し
、
総
代
会
が
成
立
し
た
こ
と

が
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
梶
稔
副
組
合
長
が
開
会
を

宣
言
。
総
務
企
画
部
会
長
の
上
野
拡
子

理
事
の
朗
唱
に
よ
り
全
員
で
Ｊ
Ａ
綱
領

を
唱
和
し
、総
代
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
原
修
一
組
合
長
が
「
平

成
��
年
度
は
第
７
次
総
合
３
か
年
計
画

の
中
間
年
度
と
同
時
に
、
創
立
��
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
度
で
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
組
合
員
や
利
用
者

の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ

り
、
全
事
業
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
都
市
農
業
の

振
興
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
収
益
の

あ
が
る
事
業
を
展
開
し
、
役
職
員
一
体

と
な
っ
て
Ｊ
Ａ
の
安
定
経
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

（
下
段
に
あ
い
さ
つ
の
抜
粋
を
掲
載
）
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特集　第21回通常総代会

経済事業
�ɾऔѻ高څڙങ඼ߪ ��ԯԁ
ൢച඼ൢചɾऔѻ高� ��ԯ�
���ສԁ
ʢ͏ͪηϨαϞεʣ� ��ԯ�
���ສԁ
信用事業
ஷۚ� �ஹ�
���ԯԁ
ିग़ۚ� �
���ԯԁ
共済事業
௕ظ৽ܖ໿高� �
���ԯԁ
௕ظอ༗高� �ஹ�
���ԯԁ
೥ۚ৽ܖ໿高� ��ԯԁ
೥ۚอ༗高� ���ԯ�
���ສԁ

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
議
長
の
選
任

を
原
組
合
長
に
一
任
。
日
吉
地
区
の
石

井
永
良
氏
と
宮
前
地
区
の
佐
々
木
祥
教

氏
が
選
任
さ
れ
、
議
案
審
議
に
入
り
ま

し
た
。

全
議
案
を
可
決
・
承
認

提
出
議
案
は
第
１
号
議
案
か
ら
第

８
号
議
案
ま
で
（
下
段
に
掲
載
）。
第

１
号
議
案
は
、
平
成
��
年
度
の
事
業

報
告
や
剰
余
金
処
分
案
な
ど
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
当
期
未
処

分
剰
余
金
��
億
５
２
０
３
万
円
の
う

ち
、
出
資
配
当
金
が
年
７
％
の
配
当
で

１
億
７
４
９
３
万
円
、
事
業
基
盤
強
化

積
立
金
に
��
億
２
１
１
０
万
円
を
積
み

立
て
、
残
額
��
億
５
６
０
０
万
円
を
次

期
繰
越
金
と
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
ま

し
た
。

第
２
号
議
案
か
ら
第
６
号
議
案
ま
で

の
定
款
お
よ
び
各
規
程
の
一
部
変
更
に
つ

い
て
も
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
７
号
議
案
は
、
第
��
年
度
（
平
成

��
年
度
）
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
��
年
度
は
第
７
次
総
合
３
か
年

計
画
の
最
終
年
度
と
し
て
、
ま
た
第
８

ୈ��ճ௨ৗ૯୅ձఏग़ٞҊ

ฏ੒��೥౓ओཁۀࣄ໨ඪ

第１号議案

第２号議案
第３号議案

第４号議案

第５号議案

第６号議案
第７号議案

第８号議案

ୈ��೥౓ʢฏ੒��೥౓ʣି आ
ରরද、ଛӹࢉܭॻ、৒༨ۚॲ
෼Ҋ、஫هද͓Αͼۀࣄใࠂ
のঝೝにͭいて
ఆ׺の一෦มߋにͭいて
৴用نۀࣄఔの一෦มߋにͭ
いて
宅地౳نࢪ࣮ۀࣄڅڙఔの一
෦มߋにͭいて
ಛఆ೶地ି෇نఔの一෦มߋ
にͭいて
ॾنఔの一෦มߋにͭいて
ୈ��೥౓ʢฏ੒��೥౓ʣۀࣄ
ըのઃఆにͭいてܭ
໾һใुのܾఆにͭいて

次
総
合
３
か
年
計
画
へ
の
橋
渡
し
の
年

度
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
べ
く
、

主
要
事
業
目
標
を
下
段
掲
載
の
通
り
に

決
定
し
ま
し
た
。

第
８
号
議
案
は
、
役
員
報
酬
の
決
定

に
つ
い
て
決
議
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
全
議

案
は
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
か
ら
は
、
信
用
事
業
や
店
舗
の

設
備
、
農
協
改
革
に
お
け
る
准
組
合
員

の
利
用
規
制
な
ど
に
つ
い
て
質
問
や
意

見
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
農
協
事
業
や
農

協
改
革
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
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総合優良店舗および各部門優秀店舗

退任表彰を受ける前支部長ら

基本目標
���೶ڠվֵにରԠしͨӦ೶ۀࣄࡁܦվֵ
のண࣮な࣮ફ

���࣋ଓՄೳな౎ࢢ೶ۀのৼڵとফඅऀに
৴པɾ࣋͞ࢧれる೶ச࢈෺のఏڙ

���҆৺して฻Βͤる豊かな地域ࣾձの
ݱ࣮

���૊߹һຬ଍౓が高͘ڝ૪ྗの͋るۀࣄ
ల։とج൫のڧԽ

���।૊߹һར用੍نಋೖにରするରԠ
ஙߏӦ؅ཧମ੍のܦԽとڧ൫のجӦܦ���

農
業
・
Ｊ
Ａ
運
動
へ
の
功
労
者

を
表
彰

議
案
審
議
終
了
後
、�

平
成
��
年
度
に

協
同
活
動
や
事
業
活
動
に
貢
献
し
た
組

合
員
や
職
員
を
表
彰
し
ま
し
た
。

表
彰
者
は
、
組
合
員
功
労
表
彰
で
��

名
、
支
部
長
退
任
表
彰
で
��
名
、
女
性

部
役
員
退
任
表
彰
で
８
名
、
青
壮
年
部

役
員
退
任
表
彰
で
��
名
、
業
態
別
組
織

役
員
退
任
表
彰
で
１
名
、
資
産
管
理
部

会
役
員
退
任
表
彰
で
６
名
、
目
的
別
組

織
等
役
員
退
任
表
彰
で
４
名
、
助
け
合

い
組
織
役
員
退
任
表
彰
で
３
名
な
ど
、

そ
の
功
績
を
高
く
評
価
し
表
彰
し
ま
し

た
。さ

ら
に
、「
第
��
回
関
東
東
海
花
の

展
覧
会
」
に
お
い
て
出
展
し
た
ハ
ナ
モ

モ
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
宮

前
地
区
の
田
邉
裕
崇
氏
と
、
青
年
の
主

最
後
に
特
別
決
議
と
し
て
、
①
農
業

所
得
向
上
お
よ
び
地
域
の
活
性
化
に
向

け
た
自
己
改
革
を
加
速
化
さ
せ
る
こ

と
、
②
特
定
生
産
緑
地
を
は
じ
め
と
し

張
大
会
で
神
奈
川
県
の
代
表
と
し
て
関

東
甲
信
越
大
会
に
出
場
し
た
中
原
地
区

の
鹿
島
俊
祥
氏
に
組
合
員
特
別
表
彰
を

贈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
永
年
勤
続
職
員
表
彰
で
��
名

の
他
、
Ｊ
Ａ
共
済
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
な
成
績
を
挙

げ
た
家
野
優
香
職
員
を
特
別
表
彰
し
ま

し
た
。
そ
の
他
に
、総
合
部
門
と
貯
金・

融
資
・
共
済
の
各
部
門
で
好
成
績
を
挙

げ
た
住
吉
支
店
・
小
杉
支
店
・
向
丘
支

店
・
新
百
合
丘
支
店
の
４
店
舗
を
優
秀

店
舗
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

た
新
た
な
都
市
農
業
振
興
制
度
の
周
知

と
農
地
保
全
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と

を
、
満
場
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

（
全
文
７
頁
に
掲
載
）

組合員特別表彰を受ける田邉裕崇氏

ୈ �࣍૯߹ �か೥ܭը

特別表彰を受ける家野優香職員 組合員特別表彰を受ける鹿島俊祥氏

『新たなるステージへの挑戦』

～地域社会と農業の発展に向けて、
 変革の時代に挑戦します～
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農業者の所得向上と都市農業の
振興・活性化に向けた特別決議

੓෎は、ฏ੒��೥�݄までΛʮ೶ڠվֵूதਪਐؒظʯとし、վֵ
の࣮ફঢ়گにΑΓ、ߋなる੍౓มߋや।૊߹һのۀࣄར用੍نの͋
ΓํΛݕ౼する͜ととしている。զʑは、ʮ +"ηϨα川࡚ୈೋ࣍地
域೶ۀৼܭڵըʯのண࣮な࣮ફにΑる೶ۀৼڵにՃ͑、૯߹ۀࣄの
"+ಈ౳Λ通͡て、地域にඞཁと͞れる׆ݙߩかしͨ地域׆ΈΛڧ
として自ݾվֵΛ͞ΒにՃ速Խͤ͞てい͘͜とがٻΊΒれている。
まͨ、վਖ਼ੜ࢈྘地๏にΑΓ、ੜ࢈྘地の໘ੵཁ݅が؇࿨͞れ
るとと΋に、ࢦఆかΒ��೥ܦ過ޙ΋ݻఆ࢈ࢿ੫ɾ૬ଓ੫ೲ੫༛༧
੍౓౳がߦݱとಉ༷になるಛఆੜ࢈྘地੍౓が૑ઃ͞れͨ。
౎ࢢ೶地Λอશする͜とは΋とΑΓ、౎ࢢ೶ۀが΋ͭ多༷なػ
ೳのൃشΛ通͡、地域住ຽのੜ׆の্޲にࢿする͜れΒ੍౓Λ΋
れな͘प஌し、׆用ΛਐΊてい͘͜とがۓ٤の՝୊で͋る。
͜れΒの৘੎Λ౿ま͑、ͪͨࢲ+"૊߹һɾ໾৬һは、૊৫一ؙと
なってԼ߲ࣄهにऔΓ૊Ή͜とΛܾٞする。

ه

�ɽ೶ۀॴಘ্޲౳に͚ͨ޲自ݾվֵのՃ速Խ
૊߹һɾ໾৬һのపఈしͨ࿩し߹いΛجຊに、೶ۀॴಘ্͓޲
Αͼ地域のੑ׆Խに͚ͨ޲自ݾվֵΛՃ速Խͤ͞る͜と。

�ɽ౎ࢢ೶ۀのৼڵに͚ͨ޲৽ͨな੍౓のप஌
૊߹һが、কདྷにΘͨΓ҆৺してӦ೶Λܧଓするとと΋に、地
域住ຽのੜ׆の্޲にࢿするΑ͏、ߦ੓౳ؔؔػ܎と࿈ܞし、
ಛఆੜ࢈྘地Λは͡Ίとしͨ৽ͨな౎ࢢ೶ۀৼ੍ڵ౓のप஌
と೶地อશにશྗΛ͛ڍる͜と。

ฏ੒��೥�݄��೔
ηϨα川࡚೶ڠۀಉ૊߹ɹୈ��ճ通ৗ૯୅ձ

特集　第21回通常総代会

退任表彰を受ける前女性部役員ら退任表彰を受ける前青壮年部役員ら
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PICK UPPICK UP

ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
第
2
回
講
義
を

6
月
14
日
、
市
農
業
技
術
支
援
セ
ン

タ
ー
で
開
き
、
新
規
就
農
者
や
女
性

農
業
者
ら
22
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
営
農
技
術
顧
問
の

吉
田
敏
政
顧
問
と
衣
巻
巧
顧
問
が
講

師
を
担
当
。
夏
野
菜
の
整
枝
方
法
や

太
陽
熱
を
利
用
し
た
消
毒
法
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
セ
ン
タ
ー
内
の
畑
に

移
り
、
ト
マ
ト
と
ナ
ス
の
誘
引
作
業

を
実
施
。
ま
た
、
紙
製
の
鉢
が
数
珠

状
に
連
結
し
た「
チ
ェ
ー
ン
ポ
ッ
ト
」

と
立
っ
た
ま
ま
定
植
で
き
る
簡
易
移

植
器「
ひ
っ
ぱ
り
く
ん
」を
使
っ
て
ネ

ギ
の
定
植
を
実
践
し
ま
し
た
。

受
講
者
は
、「
座
学
に
沿
っ
た
実
技

が
受
け
ら
れ
る
の
で
身
に
付
き
や
す

い
」と
、成
果
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
採
用
の
新
入
職
員
を

対
象
と
し
た
農
業
体
験
実
習
が
、
６

月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

同
実
習
は
、
青
壮
年
部
員
ら
の
協

力
で
行
い
、
今
年
度
で
10
回
目
。
野

菜
や
果
樹
、
花
き
な
ど
各
地
区
の

特
色
を
生
か
し
た
農
業
体
験
を
年

間
５
回
ほ
ど
実
施
し
て
い
ま
す
。
種

ま
き
や
収
穫
な
ど
の
農
作
業
を
通
じ

て
、
農
業
に
関
す
る
知
識
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
は
か

り
、
今
後
の
窓
口
や
渉
外
活
動
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
日
の
５
日
に
は
、
菅
支
部
で
葉

ケ
イ
ト
ウ
の
追
肥
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と

タ
マ
ネ
ギ
の
収
穫
、
13
日
に
は
柿
生

支
部
で
田
植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
28
日
に
は
稲
田
支
部
で
職

実
習
メ
イ
ン
の
講
習
会

  

実
技
指
導
で
営
農
支
援

員
３
人
が
午
前
中
に
小
林
ツ
ヤ
さ
ん

の
畑
で
ブ
ド
ウ
の
袋
掛
け
、
午
後
に

は
田
中
謙
次
さ
ん
の
畑
で
野
菜
の
収

穫
と
網
掛
け
を
体
験
。
高
津
支
部
で

は
、
職
員
３
人
が
木
所
大
輔
さ
ん
の

畑
で
エ
ダ
マ
メ
と
ニ
ン
ジ
ン
の
収
穫

や
出
荷
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
職
員

は
、
初
め
て
の
作
業
に
戸
惑
い
つ
つ

も
部
員
ら
の
指
導
で
徐
々
に
こ
つ
を

つ
か
み
、
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
笑

顔
で
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

体
験
し
た
職
員
は「
天
候
に
よ
っ

て
出
荷
で
き
な
い
農
産
物
も
あ
り
、

生
産
者
の
苦
労
を
感
じ
た
」と
話

し
、
青
壮
年
部
員
は「
生
産
者
の
農

作
業
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
今

後
の
業
務
に
活
か
し
て
ほ
し
い
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
で
７
回
目
と
な
る「
Ｇ
ｏ
Ｇ

ｏ
‼
田
植
え
レ
ン
ジ
ャ
ー
」を
６
月
９

日
、
麻
生
区
黒
川
で
行
い
、
参
加
し

た
小
・
中
学
生
の
親
子
１
０
６
人
が

土
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
か
ら「
苗

３
本
か
ら
４
本
を
手
に
取
り
、
一
番

下
を
持
っ
て
ま
っ
す
ぐ
植
え
て
」と

説
明
を
受
け
、全
員
が
田
ん
ぼ
に
入
っ

た
と
こ
ろ
で
体
験
が
ス
タ
ー
ト
。
約

3.
5
㌃
の
田
ん
ぼ
に
１
時
間
ほ
ど
か

け
て
も
ち
米
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

体
験
し
た
児
童
は「
上
手
に
植
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
収
穫
が
楽
し
み
」

と
、
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
10
月
中
旬
頃
に
稲
刈
り

と
は
さ
が
け
作
業
を
し
、
12
月
中
旬

頃
に
収
穫
祭
を
行
う
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

親
子
で

　

  

田
植
え
を
楽
し
む

農
業
理
解
と
生
産
者
と
の
交
流
を
深
め
る

ひっぱりくんでネギの定植を行う受講者

エダマメの出荷作業を体験（高津支部）

田植えを楽しむ参加者

ブドウの袋掛けを体験（稲田支部）
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PICK UPPICK UP

今
回
初
と
な
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
担
当
・
融

資
担
当
者
農
業
研
修
を
６
月
21
日
、

麻
生
区
岡
上
の
田
ん
ぼ
で
開
き
、
役

職
員
52
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
研
修
は
、
農
業
融
資
の
拡
充
を

進
め
る
職
員
が
農
作
業
を
体
験
す
る

こ
と
で
、
今
後
の
営
農
支
援
に
役
立

て
る
た
め
に
開
い
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
ロ
ー
プ
に
付
け
ら
れ
た

目
印
に
沿
っ
て
、
６
㌃
ほ
ど
の
田
ん

ぼ
に
約
１
時
間
か
け
て
神
奈
川
県
産

米「
は
る
み
」の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

青
壮
年
部
高
津
支
部
は
、
6
月
1

日
か
ら
8
月
10
日
ま
で
週
2
回
、
高

津
支
店
の
店
頭
で
農
畜
産
物
の
直
売

会
を
開
い
て
い
ま
す
。

10
年
以
上
前
か
ら
続
く
直
売
会

は
、
買
い
物
客
か
ら
の「
他
の
店
舗

で
も
開
催
し
て
ほ
し
い
」と
い
っ
た

要
望
に
応
え
、
3
年
前
か
ら
久
地
駅

前
支
店
で
も
週
1
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

18
日
に
は
、
開
店
30
分
前
か
ら
常

連
客
が
列
を
作
り
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や

卵
な
ど
20
品
目
以
上
の
地
場
産
農
畜

産
物
の
中
か
ら
目
当
て
の
品
を
次
々

と
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

来
店
者
は
、
部
員
か
ら
品
目
ご
と

に
お
す
す
め
の
食
べ
方
を
教
わ
っ
た

り「
エ
ダ
マ
メ
は
い
つ
頃
か
ら
買
え

る
か
」な
ど
と
質
問
し
な
が
ら
部
員

と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で

の
7
日
間
、
セ
レ
サ
モ
ス
両
店
で
父

の
日
フ
ェ
ア
を
開
き
、
多
く
の
来
店

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

16
日
に
は
、
宮
前
店
で
宮
前
区
の

持
田
眞
弓
さ
ん
が
手
作
り
の
シ
フ
ォ

ン
ケ
ー
キ
を
対
面
で
販
売
。
プ
レ
ー

ン
、
紅
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
味
の
3
種
類

を
用
意
し
、
15
㌢
ほ
ど
の
サ
イ
ズ
や

切
り
分
け
た
も
の
な
ど
34
個
を
即
売

し
ま
し
た
。

店
内
の
特
設
ブ
ー
ス
に
は
、
開
店

直
後
か
ら
多
く
の
来
店
者
が
押
し
寄

せ
、
好
調
な
売
れ
行
き
で
午
前
中
の

う
ち
に
完
売
し
ま
し
た
。

紅
茶
味
の
購
入
者
は
、「
さ
わ
や

か
な
香
り
で
と
て
も
お
い
し
い
。
夫

や
子
ど
も
と
一
緒
に
食
べ
た
い
」と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
事
業
推
進
大
会
が
６
月

５
日
、
横
浜
市
西
区
の
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
で
行
わ
れ
、
県
下
Ｊ
Ａ
の
代
表

者
ら
５
３
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
平
成
29
年
度
に
優
秀

な
成
績
を
挙
げ
た
Ｊ
Ａ
や
店
舗
、
職

員
を
表
彰
。
当
Ｊ
Ａ
は
、
特
別
優
績

表
彰
な
ど
２
項
目
で
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。　
　

ま
た
、
日
吉
支
店
が“
や
る
気
”

拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
13
の
特
別
賞
を

受
け
た
他
、
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

総
合
優
績
表
彰
や
通
算
表
彰
、
自
動

車
共
済
損
害
調
査
サ
ー
ビ
ス
優
秀
審

査
員
と
し
て
23
人
の
職
員
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

最
後
に
大
会
決
議
を
採
択
し
、
今

年
度
も
一
体
と
な
り
共
済
事
業
に
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

共
済
事
業
で
表
彰
を
受
け
る

合
同
研
修
で

　
　
　

      

連
携
強
化

生
産
者
の
対
面
販
売
が
好
評

参
加
者
は「
研
修
を
通
じ
て
農
業

の
経
験
や
知
識
を
深
め
、
現
場
で
活

か
し
た
い
」と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
10
月
中
旬
頃
に
稲
刈
り

を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

田植えを体験する参加者

笑顔で買い物客に農産物を渡す部員

表彰状を受け取る原組合長

試食を勧める持田さん
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PICK UPPICK UP

植
木
盆
栽
部
宮
前
支
部
は
5
月
27

日
、
宮
前
支
店
で
ロ
ー
プ
高
所
作
業
の

講
習
会
を
初
め
て
開
き
ま
し
た
。

高
所
作
業
は
、
足
場
を
設
け
る
の

が
困
難
な
高
さ
２
㍍
以
上
の
場
所
で
、

昇
降
器
具
で
身
体
を
保
持
し
な
が
ら

行
う
作
業
の
こ
と
。
作
業
中
の
墜
落

事
故
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
平
成
28
年

か
ら
同
作
業
従
事
者
の
特
別
教
育
の

修
了
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
18
人
が
参
加
。
は
じ
め
に

ロ
ー
プ
や
接
続
器
具
の
構
造
と
整
備

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
経
済
セ
ン
タ
ー
店
前
で
実
技
を

実
施
。
緊
結
位
置
な
ど
を
入
念
に
確

認
後
、
昇
降
操
作
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
部
員
は
、「
事
故
防
止
に

向
け
、
今
後
も
安
全
確
保
の
徹
底
に

努
め
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
6
月
15
日
と
22
日
、
市
立

柿
生
中
学
校
と
市
立
西
生
田
中
学
校

の
生
徒
の
職
場
体
験
を
セ
レ
サ
モ
ス

麻
生
店
で
受
け
入
れ
、
地
場
産
農
畜

産
物
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

初
日
に
は
、
柿
生
中
学
校
の
2
年

生
5
人
が
出
荷
品
の
袋
詰
め
や
陳
列

作
業
な
ど
を
体
験
。「
農
産
物
は
や
さ

し
く
扱
っ
て
」な
ど
と
指
導
を
受
け
な

が
ら
手
際
よ
く
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、
搬
入
さ
れ
た
農
産
物
を
整
理

し
な
が
ら
、
陳
列
棚
い
っ
ぱ
い
に
並
べ

ら
れ
た
市
内
産
農
産
物
の
豊
富
さ
に

驚
き
の
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

生
徒
は「
川
崎
で
こ
ん
な
に
多
く
野

菜
が
作
ら
れ
て
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ

た
。
色
も
と
て
も
き
れ
い
」と
話
し
、

働
く
楽
し
さ
と
と
も
に
市
内
農
業
の

魅
力
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

健
康
大
学
を
6
月
8
日
、
本
店
セ

レ
サ
ホ
ー
ル
飛
翔
で
行
い
、
31
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

同
大
学
は
Ｊ
Ａ
健
康
寿
命
1
0
0

歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
毎

年
開
校
。
今
年
度
は
組
合
員
や
女
性

部
員
ら
に
加
え
て
地
域
住
民
も
対
象

と
し
、
健
康
維
持
に
役
立
つ
知
識
を

学
び
ま
し
た
。

当
日
は
メ
デ
ィ
カ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー

の
宮
田
ト
オ
ル
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
皮
膚
を
動
か
せ
ば
健
康
に
な
る
」

と
題
し
た
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

宮
田
氏
は
皮
膚
を
動
か
す
こ
と
に

よ
っ
て
関
節
の
可
動
域
や
血
流
を
改

善
で
き
る
と
し
、「
1
秒
間
で
1
往

復
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
リ
ズ
ム
で
皮

膚
を
動
か
し
、
は
じ
め
は
モ
ジ
モ
ジ

と
小
さ
く
、
徐
々
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

皮
膚
を
動
か
し
て
」と
体
操
の
ポ
イ
ン
ト

を
ア
ド
バ
イ
ス
。
参
加
者
は
実
際
に
膝

下
や
骨
盤
の
皮
膚
を
上
下
左
右
に
動
か

し
た
り
す
る
な
ど
皮
膚
体
操
を
実
践
し

て
効
果
を
学
び
、「
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間

で
で
き
る
の
で
、
朝
や
夜
寝
る
前
に
取

り
入
れ
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
講
義
後
は
握
力
や
長
座

体
前
屈
な
ど
の
体
力
測
定
を
行
っ
て

現
時
点
で
の
体
力
を
見
つ
め
直
し
、

「
思
っ
た
よ
り
結
果
が
良
く
な
か
っ

た
の
で
、
日
頃
か
ら
健
康
を
意
識
し

て
い
き
た
い
」な
ど
の
声
も
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。

同
大
学
は
今
後
、
フ
ー
ド
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

農
作
業
事
故
防
止
に

　
　
　
　

  

向
け
講
習
会

中
学
生
が
市
内
農
業
の

　
　
　

  

魅
力
を
実
感

皮
膚
体
操
で
健
康
に

昇降操作を体験する部員

トマトの陳列作業を体験する生徒

骨盤の皮膚体操を実践する参加者

体力測定を行う参加者
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PICK UPPICK UP

平
成
29
年
度
渉
外
・
窓
口
担
当
者

大
会
を
6
月
15
日
、
本
店
で
行
い
、

優
秀
な
実
績
を
挙
げ
た
1
1
9
人

を
表
彰
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
原
修
一
組
合
長
が「
セ
レ
サ

の
顔
と
し
て
現
場
の
最
前
線
で
活
躍

し
、
組
合
員
や
地
域
に
必
要
と
さ
れ

る
よ
う
、
今
年
度
も
役
職
員
一
体
と

な
っ
て
全
事
業
目
標
を
達
成
さ
せ
よ

う
」と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
受
賞
者

が
登
壇
し
、
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
小

杉
支
店
の
島
崎
達
弥
職
員
と
宮
前

平
支
店
の
家
野
優
香
職
員
が
体
験

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

セ
レ
サ
モ
ス
は
6
月
11
日
か
ら
、

出
荷
者
用
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
防
曇
袋
の

使
用
を
始
め
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
、
市
内
産
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
よ
う

と
、
昨
年
10
月
か
ら
メ
ー
カ
ー
と
交

渉
し
て
10
号
と
11
号
の
2
サ
イ
ズ

の
防
曇
袋
を
作
製
。
表
面
は「
モ
ス

ぴ
ー
」、
裏
面
に
は
セ
レ
サ
モ
ス
に

出
荷
さ
れ
る
農
産
物
を
カ
レ
ン
ダ
ー

形
式
で
掲
載
し
、
特
別
感
の
あ
る
仕

様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

防
曇
袋
は
、
園
芸
館
や
経
済
セ
ン

タ
ー
店
、
パ
ー
シ
モ
ン
で
販
売
。
防

曇
袋
で
出
荷
さ
れ
た
農
産
物
の
購
入

者
に
は
、
10
枚
で
農
産
物
収
納
袋
な

ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
Ｊ
Ａ
は
、
6
月
13
日
、
15
日
、

19
日
の
3
日
間
、
パ
ー
シ
モ
ン
と
経

済
セ
ン
タ
ー
、
ア
グ
リ
ベ
ー
ス
の
各

駐
車
場
で
夏
季
農
業
機
械
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
会
を
開
き
、
40
台
以
上
の
農
機

を
整
備
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
が
刈
払
機
や

粉
砕
機
な
ど
用
途
が
違
う
農
機
の
作

動
状
況
を
1
台
ず
つ
確
認
。
そ
の
場

で
分
解
修
理
し
な
が
ら「
使
用
し
な

い
期
間
は
、
エ
ン
ジ
ン
不
良
を
防
ぐ

た
め
に
燃
料
を
抜
い
て
お
い
て
」な

ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

来
場
者
は「
Ｊ
Ａ
で
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
し
て
も
ら
え
た
の
で
安
心
し
て
農

作
業
に
使
え
る
」と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
今
後
も
、
生
産
者
の
支

援
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
で
は
多
発
す
る
特
殊
詐
欺
事

件
に
対
応
す
る
た
め
、
警
察
と
の
連

携
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

６
月
27
日
に
は
、
神
奈
川
県
警
察

と
警
視
庁
と
の
合
同
訓
練
に
参
加
し

ま
し
た
。

訓
練
で
は
麻
生
区
内
で
電
話
詐

欺
事
件
が
発
生
し
た
と
の
想
定
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
騙
し
取
っ
た

犯
人
は
、
東
柿
生
支
店
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で

現
金
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
不
審
に
思
っ
た
職
員
が
声
を
掛

け
る
と
立
ち
去
り
ま
し
た
。
警
察
は

提
供
し
た
人
相
な
ど
の
情
報
を
元
に

追
跡
。横
浜
市
内
で
確
保
し
ま
し
た
。

対
応
し
た
職
員
は「
組
合
員
の
資

産
を
守
る
た
め
、
今
回
の
経
験
を
業

務
に
活
か
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

渉
外
・
窓
口
担
当
者
1
1
9
人
を
表
彰

合
同
訓
練
で

　
　
　

  

連
携
を
確
認

独
自
企
画
で
営
農
支
援
力
強
化

表彰を受ける渉外担当者警察に情報提供する職員

セレサモスオリジナルの防曇袋

１台ずつ作動状況を確認しながら整備
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青龍山
龍厳寺

向の岡工業
高校入口

JA久地駅前支店JA久地駅前支店

久地駅前久地駅前鷹匠橋鷹匠橋

相模屋相模屋
堰堰

福好園福好園

川崎園川崎園

interludeinterlude

久地駅久地駅

川崎探検隊

堰を歩く
自然を感じ、人々の優しさに触れる

多摩区堰
多摩区の北東端に位置し、多摩
川とニヶ領用水に挟まれ、南北に
縦断する形で東名高速道路が通
過している。一帯は住宅地となっ
ているが、梨や野菜の畑が点在
する自然豊かな地域。

� ઒࡚Ԃ

「季節ごとに旬の野菜を楽しんでもらいたい」と40年以上
前から年間20品目ほどの野菜や果樹を販売しています。
これからの時期は多摩川梨も店頭に並びます

買い物客のほとんどが
徒歩や自転車で訪れる
地元に根付いた直売所。
年間約40品目の農産物
を販売し、「安くておいし
い」と評判です。朝早くか
ら買い物客でにぎわい、
これからの時期は多摩
川梨もおすすめです

-------------------------------------
■所 多摩区堰3-7-12-101　
■営 11:00～19:30　
■休 火曜日（水曜日：不定休）

------------------------------------------------------------
■所 多摩区堰2-3-41
■営 9：00～売り切れ次第終了　■休 不定期  

------------------------------------------------------------------------------------
■所 多摩区堰3-7-1　■営 10：30～18：00　※売り切れ次第終了
■休 不定期  

-------------------------------
■所 多摩区堰3-11-25

創業40年の地元から愛されているそば屋。
そばはその日の朝に打っているので、コシがしっ
かりとし、自家製つゆとの相性も抜群です

そばや丼ものなど40種類以上のメニューが揃
い、自家製チャーシューもあります。ボリューム
たっぷりのセットメニューが人気です

� ෱޷Ԃ

� ૬໛԰

■所 多摩区堰2-2-3 ■営 11：00～14：00、17：00～21：00  ■休 木曜日 ※店舗改装のため7月は休業（新装開店日は未定）

夏はキュウリやナス、
冬はダイコンやコマツ
ナなどの野菜が特に人
気です

室町時代の中頃に開基。商売繁盛や開運招
福などにご利益があるといわれています。ま
た、境内には不動明王像や福禄大黒天像な
どが建てられています。また、成人の日には大
黒天祭も行われ、地域住民でにぎわいます

左手には剣、右手には
袋を持ち、臼の上に鎮
座している福禄大黒天
は日本最古の型の尊
像です

੨ཾࢁɹཾࣉݫ�

「地域の方から親しまれ
る洋菓子店」をモットー
に、2015年11月にオー
プンしました。外観は隠
れ家のような雰囲気で、
店内にはケーキやクッ
キーなど40種類ほどを
販売しています

焼菓子は小袋になっているの
でお土産にもおすすめです

店頭に並んでいる洋菓子は
店主手作りの品々。誕生日
や記念日などのデコレーショ
ンケーキの注文も承ってい
ます

JOUFSMVEF�絶品！！絶品！！

朝どれの
新鮮野菜！
朝どれの
新鮮野菜！

根付きのシソの葉も
売っています

根付きのシソの葉も
売っています

こだわりの品々こだわりの品々

貴
重
な
尊
像

貴
重
な
尊
像

豊富な品ぞろえ豊富な品ぞろえ

室町時代の中頃に開基。商売繁盛や開運招
福などにご利益があるといわれています。ま

左手には剣、右手には
袋を持ち、臼の上に鎮

貴
重
な
尊
像

今
回
は
Ｊ
Ｒ
南
武
線
久
地
駅
で
下

車
し
、
街
歩
き
へ
出
発
し
ま
す
。

改
札
を
出
て
右
手
側
に
歩
き
、
久

地
駅
前
の
交
差
点
を
左
側
に
進
む

と
、
右
手
側
に
農
産
物
直
売
所
を
見

つ
け
ま
し
た
。
旬
を
迎
え
た
キ
ュ
ウ

リ
と
ナ
ス
を
購
入
し
、
先
に
進
み

ま
す
。

通
り
を
歩
い
て
い
る
と
人
が
集
ま

る
店
を
発
見
！
の
ぞ
い
て
み
る
と
、

再
び
直
売
所
が
あ
り
ま
し
た
。
直
売

所
で
季
節
の
野
菜
を
眺
め
て
い
る

と
、
買
い
物
客
が
「
す
ぐ
そ
こ
に
お

い
し
い
そ
ば
屋
が
あ
る
よ
」
と
教
え

て
く
れ
た
の
で
早
速
目
指
し
ま
す
。

直
売
所
を
後
に
し
て
少
し
歩
く
と
、

老
舗
の
雰
囲
気
が
漂
う
瓦
屋
根
の
そ

ば
屋
に
到
着
。
店
内
に
入
る
と
、
笑

顔
が
素
敵
な
店
主
が
明
る
く
出
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
は
店
主

の
お
す
す
め
の
「
も
り
そ
ば
」
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

お
腹
を
満
た
し
、
街
歩
き
を
再
開

し
ま
す
。
す
る
と
、
お
し
ゃ
れ
な
看

板
の
あ
る
お
店
に
辿
り
着
き
ま
し

た
。
店
内
に
入
る
と
、
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
に
は
、
お
い
し
そ
う
な
ケ
ー
キ
や

ゼ
リ
ー
が
ず
ら
り
♪
店
主
お
す
す
め

の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
を
お
土
産
に
購
入

し
ま
し
た
。

店
を
後
に
し
、
次
は
ど
こ
に
行
こ

う
か
と
考
え
て
歩
い
て
い
る
と
、「
青

龍
山
龍
厳
寺
」
と
書
か
れ
た
石
碑
を

見
つ
け
ま
し
た
。
本
堂
に
到
着
す
る

と
、右
側
に
福
禄
大
黒
天
像
が
あ
り
、

左
側
に
は
保
育
園
も
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
を
聞
き
な

が
ら
参
拝
を
し
た
と
こ
ろ
で
今
回
の

街
歩
き
は
終
了
。

住
宅
地
に
残
る
自
然
を
肌
で
感

じ
、
地
元
の
人
々
の
優
し
さ
に
触
れ

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ま
す
。

通
り
を
歩
い
て
い
る
と
人
が
集
ま

通
り
を
歩
い
て
い
る
と
人
が
集
ま

る
店
を
発
見
！
の
ぞ
い
て
み
る
と
、

る
店
を
発
見
！
の
ぞ
い
て
み
る
と
、

再
び
直
売
所
が
あ
り
ま
し
た
。
直
売

再
び
直
売
所
が
あ
り
ま
し
た
。
直
売

所
で
季
節
の
野
菜
を
眺
め
て
い
る

所
で
季
節
の
野
菜
を
眺
め
て
い
る

と
、
買
い
物
客
が
「
す
ぐ
そ
こ
に
お

と
、
買
い
物
客
が
「
す
ぐ
そ
こ
に
お

い
し
い
そ
ば
屋
が
あ
る
よ
」
と
教
え

い
し
い
そ
ば
屋
が
あ
る
よ
」
と
教
え

い
し
い
そ
ば
屋
が
あ
る
よ
」
と
教
え

い
し
い
そ
ば
屋
が
あ
る
よ
」
と
教
え

て
く
れ
た
の
で
早
速
目
指
し
ま
す
。

て
く
れ
た
の
で
早
速
目
指
し
ま
す
。

直
売
所
を
後
に
し
て
少
し
歩
く
と
、

直
売
所
を
後
に
し
て
少
し
歩
く
と
、

老
舗
の
雰
囲
気
が
漂
う
瓦
屋
根
の
そ

老
舗
の
雰
囲
気
が
漂
う
瓦
屋
根
の
そ

ば
屋
に
到
着
。
店
内
に
入
る
と
、
笑

ば
屋
に
到
着
。
店
内
に
入
る
と
、
笑

顔
が
素
敵
な
店
主
が
明
る
く
出
迎
え

顔
が
素
敵
な
店
主
が
明
る
く
出
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
は
店
主

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
は
店
主

の
お
す
す
め
の
「
も
り
そ
ば
」
を
い

の
お
す
す
め
の
「
も
り
そ
ば
」
を
い

の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
を
お
土
産
に
購
入

の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
を
お
土
産
に
購
入

し
ま
し
た
。

店
を
後
に
し
、
次
は
ど
こ
に
行
こ

店
を
後
に
し
、
次
は
ど
こ
に
行
こ

う
か
と
考
え
て
歩
い
て
い
る
と
、「
青

う
か
と
考
え
て
歩
い
て
い
る
と
、「
青

龍
山
龍
厳
寺
」
と
書
か
れ
た
石
碑
を

龍
山
龍
厳
寺
」
と
書
か
れ
た
石
碑
を

見
つ
け
ま
し
た
。
本
堂
に
到
着
す
る

見
つ
け
ま
し
た
。
本
堂
に
到
着
す
る

と
、右
側
に
福
禄
大
黒
天
像
が
あ
り
、

と
、右
側
に
福
禄
大
黒
天
像
が
あ
り
、

と
、右
側
に
福
禄
大
黒
天
像
が
あ
り
、

と
、右
側
に
福
禄
大
黒
天
像
が
あ
り
、

左
側
に
は
保
育
園
も
あ
り
ま
し
た
。

左
側
に
は
保
育
園
も
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
を
聞
き
な

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
を
聞
き
な

が
ら
参
拝
を
し
た
と
こ
ろ
で
今
回
の

が
ら
参
拝
を
し
た
と
こ
ろ
で
今
回
の

街
歩
き
は
終
了
。

街
歩
き
は
終
了
。

住
宅
地
に
残
る
自
然
を
肌
で
感

住
宅
地
に
残
る
自
然
を
肌
で
感

じ
、
地
元
の
人
々
の
優
し
さ
に
触
れ

じ
、
地
元
の
人
々
の
優
し
さ
に
触
れ

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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青龍山
龍厳寺

向の岡工業
高校入口

JA久地駅前支店JA久地駅前支店

久地駅前久地駅前鷹匠橋鷹匠橋

相模屋相模屋
堰堰

福好園福好園

川崎園川崎園

interludeinterlude

久地駅久地駅

川崎探検隊

堰を歩く
自然を感じ、人々の優しさに触れる

多摩区堰
多摩区の北東端に位置し、多摩
川とニヶ領用水に挟まれ、南北に
縦断する形で東名高速道路が通
過している。一帯は住宅地となっ
ているが、梨や野菜の畑が点在
する自然豊かな地域。

� ઒࡚Ԃ

「季節ごとに旬の野菜を楽しんでもらいたい」と40年以上
前から年間20品目ほどの野菜や果樹を販売しています。
これからの時期は多摩川梨も店頭に並びます

買い物客のほとんどが
徒歩や自転車で訪れる
地元に根付いた直売所。
年間約40品目の農産物
を販売し、「安くておいし
い」と評判です。朝早くか
ら買い物客でにぎわい、
これからの時期は多摩
川梨もおすすめです

-------------------------------------
■所 多摩区堰3-7-12-101　
■営 11:00～19:30　
■休 火曜日（水曜日：不定休）

------------------------------------------------------------
■所 多摩区堰2-3-41
■営 9：00～売り切れ次第終了　■休 不定期  

------------------------------------------------------------------------------------
■所 多摩区堰3-7-1　■営 10：30～18：00　※売り切れ次第終了
■休 不定期  

-------------------------------
■所 多摩区堰3-11-25

創業40年の地元から愛されているそば屋。
そばはその日の朝に打っているので、コシがしっ
かりとし、自家製つゆとの相性も抜群です

そばや丼ものなど40種類以上のメニューが揃
い、自家製チャーシューもあります。ボリューム
たっぷりのセットメニューが人気です

� ෱޷Ԃ

� ૬໛԰

■所 多摩区堰2-2-3 ■営 11：00～14：00、17：00～21：00  ■休 木曜日 ※店舗改装のため7月は休業（新装開店日は未定）

夏はキュウリやナス、
冬はダイコンやコマツ
ナなどの野菜が特に人
気です

買い物客のほとんどが
徒歩や自転車で訪れる
地元に根付いた直売所。
年間約40品目の農産物
を販売し、「安くておいし
い」と評判です。朝早くか
ら買い物客でにぎわい、
これからの時期は多摩

夏はキュウリやナス、
冬はダイコンやコマツ
ナなどの野菜が特に人

室町時代の中頃に開基。商売繁盛や開運招
福などにご利益があるといわれています。ま
た、境内には不動明王像や福禄大黒天像な
どが建てられています。また、成人の日には大
黒天祭も行われ、地域住民でにぎわいます

左手には剣、右手には
袋を持ち、臼の上に鎮
座している福禄大黒天
は日本最古の型の尊
像です

੨ཾࢁɹཾࣉݫ�

「地域の方から親しまれ
る洋菓子店」をモットー
に、2015年11月にオー
プンしました。外観は隠
れ家のような雰囲気で、
店内にはケーキやクッ
キーなど40種類ほどを
販売しています

焼菓子は小袋になっているの
でお土産にもおすすめです

店頭に並んでいる洋菓子は
店主手作りの品々。誕生日
や記念日などのデコレーショ
ンケーキの注文も承ってい
ます

JOUFSMVEF�

創業40年の地元から愛されているそば屋。 そばや丼ものなど40種類以上のメニューが揃

絶品！！絶品！！

朝どれの
新鮮野菜！
朝どれの
新鮮野菜！

根付きのシソの葉も
売っています

根付きのシソの葉も
売っています

こだわりの品々こだわりの品々

貴
重
な
尊
像

貴
重
な
尊
像

豊富な品ぞろえ豊富な品ぞろえ
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ん

ひゅ
まう

Human

と
ん
ぼ
玉
に
興
味
を
覚
え
た
の
は
、

30
年
ほ
ど
前
。
美
術
館
で
作
品
の
美
し

さ
に
魅
せ
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
子
育
て
が
落
ち
着
い
て
か
ら
本

格
的
に
始
め
、
15
年
目
に
な
り
ま
す
。

作
り
た
い
色
の
ガ
ラ
ス
棒
を
バ
ー

ナ
ー
で
溶
か
し
て
作
る
と
ん
ぼ
玉
。
色

や
形
状
な
ど
を
想
像
し
な
が
ら
、
溶

け
た
ガ
ラ
ス
を
熱
し
た
芯
棒
に
載
せ
、

ゆ
っ
く
り
巻
き
取
り
ま
す
。
複
数
の
色

を
載
せ
た
り
、
花
な
ど
の
パ
ー
ツ
を
作

る
時
は
、
作
業
を
や
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ

の
見
極
め
が
重
要
。
誤
る
と
溶
け
た
り

形
が
崩
れ
て
し
ま
う
の
で
、
緊
張
感
を

持
っ
て
進
め
ま
す
。
こ
う
し
た
工
程
を

何
層
も
重
ね
、
透
明
感
と
繊
細
な
装
飾

を
持
つ
作
品
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

質
の
高
い
作
品
を
目
指
し
、
10
年
前

に
ガ
ラ
ス
粉
を
石
膏
型
の
中
で
溶
か
し

て
成
型
す
る
パ
ー
ト
・
ド
・
ヴ
ェ
ー
ル

技
法
を
習
得
し
ま
し
た
。
親
戚
の
出
産

祝
い
に
、
子
ど
も
の
足
型
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
と
こ
ろ
、「
し
わ
や
土
踏
ま
ず
が

リ
ア
ル
」
と
、
大
好
評
。
思
い
出
作
り

の
役
に
立
て
た
こ
と
に
や
り
が
い
を
感

じ
、
次
作
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

納
得
の
い
く
と
ん
ぼ
玉
は
、
30
個

作
っ
て
１
個
程
度
。
も
っ
と
技
術
を
磨

き
、「
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
作
品
を
作
り
た

い
」
と
、
意
欲
を
燃
や
し
ま
す
。

とΜ΅ۄ੡࡞のଞに、
ֆըやಃثなͲのඒज़
ؑ৆΋झຯの一ͭ。多
͘の࡞඼ΛݟてੑײΛ
ຏ͖、とΜ΅ۄの৽し
いσβΠϯなͲに׆か
しています。

ຑੜ区ૣ野
∁⅖�༝͞ࢠلΜ

PROFILE

ＩＴＳＵ

私の好きなこと

とんぼ玉の魅力に
　　　　惹かれて
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ん

ひゅ
まう

Human

地
域
の
景
観
保
全
に
励
ん
で

幸
区
中
幸
町 

桝
本
　
公
一
郎
さ
ん

｢

生
ま
れ
育
っ
た
地
元
に
貢
献
し
た
い｣

と
、
町
会
長
や
交
通
安
全
協
会
副
会
長

な
ど
地
域
に
密
着
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
役

職
を
兼
務
す
る
桝
本
さ
ん
。
現
在
は
川

崎
市
美
化
運
動
実
施
幸
支
部
長
と
し
て

3
年
目
。｢

今
で
は
自
宅
の
掃
除
よ
り

街
の
こ
と
が
気
に
な
り
ま
す（
笑
）｣

と
、

笑
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
す
。

同
支
部
で
は
、
区
内
の
町
会
長
の

方
々
と
協
力
し
て
公
園
や
道
路
な
ど
の

清
掃
を
実
施
。｢

誰
も
が
気
持
ち
よ
く

暮
ら
せ
る
街
に
す
る｣

と
の
信
念
を
持
っ

て
隅
か
ら
隅
ま
で
回
り
、
美
化
活
動
に

励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
町
会
な
ど
で

呼
び
掛
け
、
日
頃
か
ら
街
を
き
れ
い
に

す
る
気
持
ち
を
意
識
付
け
て
い
ま
す
。

中
で
も
多
摩
川
河
川
敷
の
清
掃
は
、

40
年
続
く
伝
統
行
事
。
市
内
の
支
部
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
毎
年
１
２
０
０
０

人
以
上
が
参
加
し
、
26
㌔
以
上
を
分
担

し
て
市
内
一
丸
と
な
り
行
っ
て
い
ま
す
。

現
地
で
は｢

暑
い
か
ら
気
を
付
け
て｣

な
ど
と
積
極
的
に
話
し
掛
け
、
雑
談
を

交
わ
し
な
が
ら
参
加
者
と
の
交
流
も
重

視
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

中
で
活
動
す
る
こ
と
で
気
持
ち
を
一
つ
に

し
、景
観
を
守
る
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

今
年
は
１
４
０
０
０
人
以
上
が
参
加

し
、
約
4.1
㌧
を
収
集
し
ま
し
た
。
参
加

者
が
増
え
る
反
面
収
集
量
は
年
々
減
り

｢

拾
う
よ
り
探
す
方
が
増
え
た｣

と
、
確

か
な
手
応
え
を
実
感
。
参
加
者
の
協
力

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
み
ん
な
で
き

れ
い
に
し
た
河
川
敷
で
散
歩
を
楽
し
む

親
子
を
見
て｢

こ
の
笑
顔
を
守
り
た
い｣

と
の
思
い
が
一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
支
部
活
動
以
外
に
も
、
毎

年
３
月
に
は
花
の
寄
せ
植
え
体
験
の
他
、

市
内
の
清
掃
局
へ
の
視
察
研
修
旅
行
な

ど
を
欠
か
さ
ず
実
施
。
支
部
員
の
研
鑚

と
と
も
に
、
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

｢

景
観
保
全
に
努
め
て
心
が
安
ら
ぐ
街

に
し
た
い｣

と
、活
動
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
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ྉʢ�ਓ෼ʣࡐ

ंの෦品੡଄にܞわっていたこと
から、時間ができるとϗームηϯター
を८り、࠷新の޻۩をோめています。
खにऔりながら、農作ۀなどに使える
かߟえるのがָしく、時間を๨Εてເ
தになります。

Power's Voice

会
社
勤
め
を
経
験
し
た
後
、
７
年
前
に

就
農
し
ま
し
た
。
現
在
��
㌃
ほ
ど
の
畑
で

ミ
カ
ン
や
サ
ト
イ
モ
な
ど
年
間
７
品
目
の

果
樹
と
野
菜
を
栽
培
。
主
力
の
ミ
カ
ン
は

「
興
津
早
生
」「
大
津
四
号
」
の
２
品
種
を

手
掛
け
て
い
ま
す
。

ミ
カ
ン
栽
培
は
摘
果
、
剪
定
な
ど
年
間

を
通
し
て
数
多
く
の
作
業
を
行
い
ま
す
。

中
で
も
薬
剤
散
布
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極

め
る
こ
と
が
難
し
く
、
防
除
が
遅
れ
る
と

樹
の
一
部
が
枯
死
し
、
そ
の
年
の
収
量
が

激
減
。
実
際
に
翌
々
年
ま
で
品
質
面
で
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
る
な
ど
、
苦
い
経
験
も
し

ま
し
た
。

「
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
し
て
は
い
け
な

い
」
と
、
経
験
不
足
な
ど
を
補
う
た
め
、

Ｊ
Ａ
の
農
業
塾
や
果
樹
栽
培
講
習
会
に

参
加
。
さ
ら
に
植
木
盆
栽
部
橘
支
部
で

毎
年
２
月
に
、
自
農
園
で
剪
定
講
習
会
を

行
い
、
知
識
や
技
術
の
研
鑽
に
励
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、
車
の
部
品
製
造
に
携
わ
っ
て
い

た
経
験
を
活
か
し
、
耕
耘
機
や
刈
払
機
な

ど
の
操
作
方
法
を
す
ぐ
に
習
得
。
特
に
毎

年
５
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
行
う
下
草
刈

り
で
は
、
草
の
長
さ
や
量
な
ど
状
況
を
見

て
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
交
換
し
、
効
率
良

く
作
業
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

苦
労
や
努
力
を
重
ね
栽
培
管
理
に
励

み
、
無
事
収
穫
を
迎
え
て
お
客
さ
ん
か
ら

「
西
澤
さ
ん
の
ミ
カ
ン
お
い
し
か
っ
た
。
あ
り

が
と
う
」
と
声
を
掛
け
て
も
ら
え
る
と
、
時

間
を
掛
け
て
育
て
た
苦
労
が
報
わ
れ
ま
す
。

現
在
自
農
園
で
は
、
毎
年
楽
し
み
に
し

て
く
れ
る
お
客
さ
ん
の
期
待
に
応
え
よ
う

と
、整
枝
、剪
定
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

日
当
た
り
と
風
通
し
を
良
く
す
る
た
め
、

葉
を
減
ら
す
他
、
細
い
枝
や
重
な
り
合
う

枝
な
ど
を
剪
定
。
年
々
収
量
が
増
え
る
と

と
も
に
品
質
が
良
く
な
り
、
確
か
な
手
応

え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

３
年
ほ
ど
前
か
ら
は
、
イ
チ
ジ
ク
や
キ

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
不
知
火
と
い
っ
た
新
し

い
果
樹
の
栽
培
に
も
挑
戦
中
。
毎
日
の
積

み
重
ね
の
中
で
着
実
に
技
術
を
身
に
つ
け

な
が
ら
、「
新
し
い
こ
と
に
も
ど
ん
ど
ん

挑
戦
し
た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
し
、
今
日

も
作
業
の
手
を
進
め
ま
す
。

『
技
術
を
磨
き
新
た
な
挑
戦
』

高
津
区
蟹
ヶ
谷
　
西
澤�

達
男
さ
ん
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Γํ࡞

ナナナナナナススススススとととととと夏夏夏夏夏夏夏夏
野野菜の揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚 しししし

ྉʢ�ਓ෼ʣࡐ

4)O,U NOU4)O,U NOU

ナ
ス
科
ナ
ス
属
で
、

原
産
地
は
イ
ン
ド
東
部
。

日
本
へ
は
中
国
を
経
由

し
て
伝
わ
り
、
奈
良
時

代
に
は
栽
培
さ
れ
て
い

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ナ
ス
は
低
温
に
弱
く
、

冷
気
に
当
た
る
と
皮
や

果
肉
が
褐
変
し
た
り
、

か
た
く
な
り
ま
す
。
常

温
で
保
存
し
、
早
め
に

使
い
切
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
冷
蔵
庫
の
野

菜
室
へ
入
れ
る
場
合
は
、

新
聞
紙
な
ど
に
包
ん
で

冷
え
す
ぎ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

ナ 

ス

ナ
ス
は｢

長
ナ
ス｣
｢

米
ナ
ス｣

｢

丸

ナ
ス｣

な
ど
大
き
さ
や
形
が
異
な
る
さ

ま
ざ
ま
な
品
種
が
あ
り
ま
す
。
地
方
に

よ
っ
て
は
伝
統
野
菜
に
な
る
な
ど
、
日
本

各
地
の
気
候
や
風
土
に
よ
っ
て
特
色
の
あ

る
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
日

本
で
は
卵
形
の
小
型
が
主
流
で
、
西
日

本
で
は
長
ナ
ス
や
大
長
ナ
ス
な
ど
が
多

く
出
回
っ
て
い
ま
す
。

ナ
ス
の
旬
は
７
月
～
９
月
。
ハ
ウ
ス

栽
培
で
一
年
中
市
場
に
出
回
っ
て
い
ま

す
が
、
本
来
は
代
表
的
な
夏
野
菜
で
す
。

成
分
の
90
％
が
水
分
で
す
が
、
紫
色
の

皮
に
含
ま
れ
る
ナ
ス
ニ
ン(

ア
ン
ト
シ
ア

ニ
ン)

や
果
肉
に
含
ま
れ
る
ク
ロ
ロ
ゲ
ン

酸
な
ど
抗
酸
化
作
用
の
あ
る
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
を
含
む
た
め
、
老
化
予
防
や
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

ナ
ス
は
、
焼
く
、
煮
る
、
揚
げ
る
、

漬
け
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
調
理
法
に
合

う
万
能
野
菜
で
す
。
油
と
の
相
性
が
良

く
、
揚
げ
た
り
炒
め
た
り
す
る
こ
と
で

甘
み
が
増
し
、
夏
場
の
ス
タ
ミ
ナ
強
化

に
も
役
立
ち
ま
す
。
た
だ
し
、
果
肉
が

ス
ポ
ン
ジ
状
で
油
を
吸
収
し
や
す
い
た

め
、
油
を
使
っ
て
調
理
す
る
場
合
は
食
べ

る
量
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

購
入
の
際
は
、
ず
っ
し
り
と
重
み
の
あ

る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
軽
い
も
の
は

鮮
度
が
落
ち
、
み
ず
み
ず
し
さ
が
失
わ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

へ
た
が
ピ
ン
と
し
て
い
て
、
と
が
っ
て
い

る
も
の
が
新
鮮
で
す
。
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月
旬

作
業

�
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্ த Լ
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্ த Լ

�
্ த Լ

�
্ த Լ

�
্ த Լ

�
্ த Լ

�
্ த Լ

�
্ த Լ

�
্ த Լ

�
্ த Լ
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্ த Լ

農薬登録内容の変更情報 ◎ アリエッティーC 水和剤（5 月下旬から変更）　　〈もも〉　発芽前～開花直前→発芽前

ナσγίྨはナσγί系やϏジϣナσγί系のଞ、ަ ഑छ΋ありՖܕ、
Ֆ৭と΋ଟ࠼です。଱ੑפがڧくՖはܪ௖に࡙き、可࿁なՖ໛༷で੾
Ֆの用్は޿がっています。

品　種

ɾφσγίܥɹ '�ॳ࿀ʢനʙϐϯΫʣ
ɾϏδϣφσγίܥ εΠʔτϛοΫε、ϓϩό

ϯεʢ֤ࠞ߹ʣɹɹɹɹɹ
ɾϋΠϒϦουܥ ϊϕϧφΫϥ΢ϯ、ϑΥτ

ϯϛοΫεʢࠞ߹ʣ

育　苗

ɾ೻छ࣌ظは̔ ݄த०ʙ̕ ্݄०です。ϓϥάτϨʔ
���݀にഓཆ౔ʮ͛Μ͖͘Μಛ߸ʯΛೖれ、ཻ̍ͣ
ͭ೻͖ます。
ɾछࢠは̍ に̰͖ͭ��NMΛ用ҙします。
ɾ೻छޙはछがӅれるఔ౓にബ͘෴౔し、৽ฉࢴΛֻ
͚、ϤγζなͲで೔আ し͚て、なる΂͘ྋし͘ します。
ɾຊ༿が̐ ʙ̑ ຕのබになるまで、水Λ੾Β͞ないΑ
͏にҭබします。

定植準備

ɾ౔ͮ͘ΓではૣΊに׬ख़ଯං���ᶵ、ۤ ౔ੴփ
��ᶵ� ֤̰౰ΓΛす͖ࠐΜで͓͖ます。
ɾݩංはδγΞϯ༗ػΤʔεʢ���ʣΛ��ᶵ�̰ ౰Γ
。用しますࢪ
ɾ২͑෇͚৔ॴは通路Λ��ᶲऔって、̑ ݀のࠇϙϦ
ϚϧνΛܣにෑ͖ます。

定　植

ɾ̕ ݄த०ʙ��্݄०、ຊ༿̐ ʙ̑ ຕのබΛ̑ ϙࠇ݀
ϦϚϧνに̍ 。Έますࠐ২͑ͭͣג
ɾφσγίܥの৔߹はϚϧνのਅΜதΛۭ͚て̐ ݀
২͑とします。

栽培管理

ɾܣにはϑϥϫʔωοτΛ̍ ஈுΓ、੒௕にԠ͡てҾ
্͖͛ます。
ɾ��݄த०にຊ༿��ʙ��ຕのࠒ、༿Λ̓ ʙ̔ ຕ࢒
してఠਊします。
ɾ��݄Լ०になると߱ૼ΋͋るので、ϢʔϥοΫΧ
ϯΩの̏ ʙ̐ ߸Λτϯωϧֻ͚します。τϯωϧ಺
で಄がͭか͑るय़ઌまで๷פします。
ɾ��݄Լ०には௥ංとしてී通ΤίԽ੒ʢ���ʣΛ
��ᶵ�̰ ౰Γࢪ用します。
ɾ̍ ݄த०ʙ̎ ݄த०に̍ ג̔ ʙ�� ຊΛ໨҆にժか
͖Λߦいます。
˞य़ઌかΒൗ点ප、͞ ͼප、ΞϒϥϜγ、εϦοϓ
ε、ϋμニ、Ϥτ΢ϜγなͲがൃੜしますので、ૣ
ɾૣݟൃظ 。๷আΛ৺ֻ͚ますظ

出　荷

ɾ̐ ݄த०ʙ̑ ݄த०にか͚て̏ ྠ։ՖでݩגかΒ
Ֆし、௚ചでは̑࠾ ຊ΄Ͳのଋか、ଞのՖと૊Έ߹
Θͤてग़ՙします。

営農技ज़ސ問
ོ　ଜࢤ

ナデシコ類の
切花栽培について

※JAでは、本欄で執筆している営農技術顧問による営農相談コーナーを開いています。病害虫被害の場合は、
被害作物をお持ちいただくと助かります。開催日は 22 ページをご参照ください。
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8月の運勢 モナ・カサンドラ

農
協
改
革

農業関連事業のサービス満足度の調査結果比較（セレサ川崎・全国）

セレサ川崎 全国

総合的満足度
満足

やや満足

7.6%（1.6%）

45.5%（46.7%）
53.1%（48.3%）

満足

やや満足

6.2%

34.8%
41.0%

事業別満足度

農畜産物販売事業

生産資材の購買事業

農業機械修理・販売事業

営農指導事業

税務申告支援事業

75.0%（70.1%）

41.9%（45.4%）

50.0%（33.3％）

67.0%（72.5%）

76.0%（73.6%）

農畜産物販売事業

生産資材の購買事業

農業機械修理・販売事業

営農指導事業

税務申告支援事業

55.8%

42.8%

56.5%

56.8%

71.6%

セレサ川崎の（　）内は前年度の調査結果です。

～ 

平
成
２９
年
度
農
業
メ
イ
ン
バ
ン
ク
Ｃ
Ｓ
調
査
の
結
果
に
つい
て 

～

 「
自
己
改
革
」の
成
果
は
満
足
度
の
向
上
へ　
　
　
　

 

【全体運】前向きな気持ちになれま
す。やってみたいことがあれば思い
切ってチャレンジを。遠方への外出
も楽しめるはず
【健康運】適度に体を動かすと、元気
になれそう
【幸運の食べ物】サトイモ

【全体運】うっかりミスを連発しやす
いかも。常に確認作業を忘れない
で。気分のリフレッシュにはハイキ
ングがお勧め
【健康運】スポーツの前には、きちん
と準備運動を
【幸運の食べ物】アワビ

【全体運】知的好奇心が高まる月で
す。読書を楽しむことで、新しい発
見がある予感。得意な分野に打ち込
むのも好結果に
【健康運】アクティブに過ごして。体
力強化に最適
【幸運の食べ物】カボチャ

【全体運】やたらと人を当てにせず
「自分のことは自分で行う」姿勢が
幸運の鍵に。玄関の掃除が開運を
招きそう
【健康運】フットワークの軽さが大
事。まず散歩へ
【幸運の食べ物】ゴーヤー

【全体運】自分に自信が生まれる気
配。興味があることに、どんどんぶ
つかってみて。過去の失敗を乗り越
えるチャンスも
【健康運】心に余裕を持つことで、体
調に好変化が
【幸運の食べ物】キクラゲ

【全体運】ゆったり構えれば、状況は
少しずつ好転してくるはず。焦って
行動しないよう、ご用心。半身浴で
リラックスを
【健康運】良質な睡眠を心掛けて。
気力回復の兆し
【幸運の食べ物】カンパチ

【全体運】人脈のネットワークを広げ
ていく好機。食事や飲みに誘われた
ら、気軽に顔を出して。新しい趣味
を持つのも◎
【健康運】順調。自分のリズムを大切
にしましょう
【幸運の食べ物】桃

【全体運】自分の考えや価値観にこ
だわり、停滞を招く暗示。柔軟性を
発揮して。耳に痛い意見ほど現状打
破に役立ちます
【健康運】食生活の乱れを正せば、
好影響が期待大
【幸運の食べ物】ナス

【全体運】行動範囲を広げると、刺激
的な出会いがあるでしょう。新しい
スポットに足を運んでみて。ネット
情報に注目を
【健康運】簡単な体操にツキ。楽な
ものほど効果あり
【幸運の食べ物】カワハギ

【全体運】あれこれ考え過ぎて、か
えって状況を悪化させやすいよう。
開き直りの気持ちが重要。ヒーリン
グ音楽を聴いて
【健康運】ストレスを感じやすい時
期。気分転換を
【幸運の食べ物】カボス

【全体運】優柔不断になり、周りに迷
惑を掛けがち。信頼できる相談相手
を見つけましょう。運気アップには
花を飾って
【健康運】疲れやすいかも。十分な
休息を取ること
【幸運の食べ物】オクラ

【全体運】心理的に動揺しやすいよ
う。何をするにも、行動前には深呼
吸で心を静めるとグッド。野菜料理
を食べるのも吉
【健康運】無理は禁物です。のんびり
過ごしてみて
【幸運の食べ物】レタス

͓ͻͭ͡࠲ ��21ʙ4�1� ͓͏͠ ࠲ 4�20ʙ5�20 ࠲ͨ͝; 5�21ʙ��21 ࠲ʹ͔ ��22ʙ��22

͠͠ ࠲ ��2�ʙ��22

࠲͍ͯ 11�2�ʙ12�21

͓ͱΊ࠲ ��2�ʙ��22

΍͗࠲ 12�22ʙ1�1�

ͯΜͼΜ࠲ ��2�ʙ10�2�

Έ͕ͣΊ࠲ 1�20ʙ2�1�

ͦ͞Γ࠲ 10�24ʙ11�22

࠲͓͏ 2�1�ʙ��20

平
成
��
年
��
月
に
、「
農
業
者
の
満
足
度
向
上
」

の
調
査
を
目
的
と
し
て
全
国
統
一
の
「
農
業
メ
イ

ン
バ
ン
ク
C
S
調
査
」
が
実
施
さ
れ
、
今
般
、

当
Ｊ
Ａ
の
調
査
結
果
の
分
析
が
終
了
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
管
内
の
担
い
手
農
業
者
2
0
0

軒
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、1
4
0
軒
か
ら
調
査

票
を
回
収（
回
収
率
7
0.
0
%
）。
調
査
結
果（
抜

粋
）は
以
下
の
通
り
で
し
た
。

調
査
項
目
の
う
ち
、「
農
業
関
連
事
業
の
サ
ー
ビ

ス
満
足
度
」
は
自
己
改
革
の
成
果
を
直
接
的
に
問

う
項
目
と
な
り
ま
し
た
が
、
農
業
関
連
事
業
の
総

合
的
満
足
度
は
全
国
平
均
4
1.
0
％
に
対
し
て

当
Ｊ
Ａ
は
5
3.
1
％
と
大
き
く
上
回
り
、
前
年

よ
り
4.
8
％
向
上
。
特
に
農
畜
産
物
販
売
事
業
と

営
農
指
導
事
業
が
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
た

他
、
�
つ
の
分
野
で
満
足
度
が
向
上
し
ま
し
た
。

農
業
関
連
事
業
は
、自
己
改
革
の
柱
で
あ
る「
農

業
所
得
の
増
大
」・「
都
市
農
業
の
振
興
」
を
支
え

る
事
業
で
あ
る
た
め
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
「
満
足
度
の

向
上
＝
自
己
改
革
の
成
果
」
と
し
て
結
果
を
受
け

止
め
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
は
今
後
も
「
自
己
改
革
」
の
ス
ピ
ー
ド

を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
通
じ

て
農
業
者
・
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
満
足
度
を
高
め

て
ま
い
り
ま
す
。
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このコーナーでは身近なできごと等､ 皆さまからお便りをお待ちしております。
お便りをいただいた方およびクロスワードパズルにお答えいただいた方の中から
抽選で5人の方にセレサモス等で使える農協全国商品券1,000円分をプレゼントし
ます。送付方法は郵送で、郵便番号､ 住所､ 氏名（匿名の方はペンネームを添えて）､
年齢､ 電話番号を記入し、右記まで送付してください。なお、写真の掲載を希望
される方は､ プリントを封書でご送付ください。
※匿名を希望される場合は必ずペンネームをお書き添えください。
※個人情報保護法に基づき､ 応募された方の個人情報は賞品発送以外には使用しません。

◆応募方法◆ お
寄
せ
頂
い
た
ご
感
想
、イ
ラ
ス
ト
等
は

本
誌
で
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
水
着
の
痕
が
つ
い
た
り
皮
が
め
く
れ
た
り

③
学
校
の
教
室
に
並
べ
ま
す

⑥
酒
な
ど
を
量
る
四
角
い
容
器

⑦
ミ
ノ
・
ハ
ツ
・
セ
ン
マ
イ
と
い
え
ば

⑧
全
生
徒
中
の
男
子
生
徒
の
○
○
を
計
算
で
求
め
た

⑩
お
盆
休
み
に
帰
る
人
も
い
ま
す

⑭
プ
ー
ル
で
習
う
こ
と
の
一
つ

⑯
ビ
ー
チ
○
○
を
広
げ
て
日
陰
を
つ
く
っ
た

⑱
一
般
的
に
縄
よ
り
太
め

⑲
バ
ッ
ト
を
持
っ
て
1
人
で
も
で
き
る
練
習

⑳
釣
り
に
使
う
透
明
な
糸

タテのカギ
①
夏
ら
し
い
黄
色
い
花

②
爪
を
削
っ
て
整
え
る
と
き
に
使
い
ま
す

③
ア
サ
ガ
オ
や
ヘ
チ
マ
が
伸
ば
す
物

④
天
気
予
報
で
は
雲
の
マ
ー
ク
で
表
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
天
候

⑤
コ
ン
パ
ス
だ
と
き
れ
い
に
描
け
ま
す

⑦
サ
ッ
カ
ー
の
主
審
が
吹
き
ま
す

⑨
舌
で
感
じ
ま
す

⑪
ウ
ミ
ウ
シ
も
実
は
こ
の
仲
間

⑫
プ
ラ
ス
の
反
対

⑬
U
A
E
と
も
呼
ば
れ
る
○
○
首
長
国
連
邦

⑮
卵
を
英
語
で
い
う
と

⑯
定
期
券
を
入
れ
た
○
○
ケ
ー
ス

⑰
あ
の
2
人
は
ど
う
も
○
○
が
合
わ
な
い
よ
う
だ
な
あ

ヨコのカギ

ト
ケ
イ
ソ
ウ
　

応
募
総
数
41
通

当
選
者
5
人
の
発
表
は
賞

品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
住
所
・
氏
名
等
の
記
入
忘

れ
が
あ
る
場
合
は
正
解
し

て
も
無
効
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

5
月
号
の
こ
た
え

◎締切　8月17日（金）必着

私
の
楽
し
み
で
す

週
に
一
度
セ
レ
サ
モ
ス
麻
生
店
に
行
っ
て

い
ま
す
。
摘
果
し
た
メ
ロ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
野
菜
や
果
物
が
並
ん
で
い
て
と
て
も
楽
し

い
で
す
。　
　
　
　
　
（
高
津
区・山
口
さ
ん
）

1
0
0
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る

麻
生
区
の
麻

生
不
動
院
で
毎

年
１
月
28
日
に

行
わ
れ
る
初
不

動
の
縁
日
。
境

内
や
周
辺
に
は

だ
る
ま
市
が
立

ち
、「
関
東
納
め

の
だ
る
ま
市
」と

し
て
に
ぎ
わ
い

ま
す
。
無
病
息

災
や
家
内
安
全
を
願
う
多
く
の
人
々
が
だ

る
ま
や
火
伏
せ
の
お
札
を
求
め
て
お
参
り

に
訪
れ
ま
す
。
私
も
毎
年
縁
起
に
あ
や
か

り
た
い
と
の
思
い
で
通
っ
て
い
ま
す
。　

 （
川
崎
区・陶
山
さ
ん
）

散
歩
中
に
発
見
！

毎
年
６
月
頃

に
散
歩
を
し
て

い
る
と
、ヒ
ノ
キ

科
の
コ
ノ
デ
カ

シ
ワ
に
実
が
つ

い
て
い
る
の
を

見
か
け
ま
す
。

（
麻
生
区・  　

   

　
　

 

梅
澤
さ
ん
）

ト
マ
ト
の
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

セ
レ
サ
モ
ス
で
ト
マ
ト
の
苗
を
購
入
し
ま

し
た
。
枯
れ
て
し
ま
っ
た
品
種
も
あ
り
ま
す

が
、ミ
ニ
ト
マ
ト「
ア
イ
コ
」は
元
気
に
育
っ
て

い
ま
す
。　
　
　
　

   （
中
原
区・ア
イ
コ
さ
ん
）

女
性
農
業
者
に
期
待
し
て
い
ま
す

P
O
W
E
R
全
開
！
を
読
み
、久
保
さ
ん

の
農
業
に
対
す
る
決
意
や
意
欲
は
女
性
に
生

き
る
力
を
与
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。
ぜ

ひ
直
売
所
に
も
行
き
た
い
で
す
。　

（
麻
生
区・田
村
さ
ん
）

お
に
ぎ
り
の
魅
力

特
集
で
紹
介
さ
れ
た
お
に
ぎ
り
の
魅
力
は

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
三
角
お

む
す
び
の
発
祥
地
が
川
崎
と
い
う
こ
と
を
初

め
て
知
り
ま
し
た
。　
（
宮
前
区・石
原
さ
ん
）

投
稿
の
お
礼

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ご
感
想
等
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
広
報
課
）

①〒・住所・氏名・

   年齢・電話番号

②クロスワードパズル

　の答え
③本誌やＪＡへの

　ご感想・イラスト等

④農業やＪＡに関する

　身近な疑問等

川
崎
市
宮
前
区
宮
崎

　
　
　
　
　

 

2-

13-

38

自
家
製
大
葉
！

プ
ラ
ン
タ
ー
園
芸
で
大
葉
を
作
っ
て
い

ま
す
。
刺
身
や
サ
ラ
ダ
、
そ
う
め
ん
等
に

大
活
躍
し
て
い
ま
す
。
朝
起
き
て
、
水
や

り
す
る
の
が
日
々
の
楽
し
み
で
す
。

 （
高
津
区・サ
ン
ジ
ャン
さ
ん
）
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読
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か
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お
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よ
り
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JAからのお知らせ

2018 農業機械展示予約会のお知らせ
　当日は、各種農業機械のメーカーによる展示予約会の
他、「農作業安全」などのミニ講習会を行います。

【開催日時】平成30年8月3日（金）〜4日（土）
両日ともに9：00〜15：30

【開催場所】ＪＡ全農かながわ　平塚市田村4-13-4
　3日は、セレサモス麻生店・宮前店よりマイクロバスに
よる送迎を行いますので、申し込みはＪＡ経済部購買統
括センター推進課までお問合せください。

【お問合せ先】
　ＪＡ経済部購買統括センター推進課  TEL 044-855-3561
　また、4日には、ＪＡ利用者限定の中古農機販売会（入札
方式）も行います。

（入札受付）9：00〜11：30 （入札発表）12：00より

健康大学『フードセミナー』 受講者募集
　しっかり食べて健康的に痩せる方法を学びませんか。

【開催日時】9月27日（木）13：30〜15：00
【参 加 費】無料（交通費等実費は受講者負担）
【会　　場】ＪＡセレサ川崎本店（宮前区宮崎2-13-38）
【対　　象】川崎市内在住の方
【持 ち 物】筆記用具
【募集期間】8月6日（月）〜9月7日（金）
【申込方法】支店窓口に設置する申込書に必要事項を記

入のうえ、支店窓口またはFAXにてお申込み
ください。

　お問合せについては、ＪＡセレサ川崎生活福祉課まで
ご連絡ください。
TEL 044-877-2509（平日のみ午前8：30〜午後5：00）
※なお、今回の講座は「かわさき健康チャレンジ」のスタ
　ンプ押印対象となります。

晴れの入賞者  
敬称略（　）内住所

平成30年度川崎市果菜類立毛共進会
6月19日　市内巡回　

キュウリの部　出品点数11点
▽特選＝夏ばやし･森育三（久末）

トマトの部　　出品点数19点
▽特選＝麗夏･永井敏雄（神木本町）､同･松井秋彦（初山）

平成30年度川崎市花き立毛共進会
6月20日　露地切花（夏の部）　市内巡回　出品点数12点

▽特選＝小菊･都倉光太郎（宮崎）

前回行われた農業機械メンテナンス会に日程が合わず参加で
きませんでした。またこうした会の予定はありますか。2

೶ۀ΍+"ʹؔ͢Δ
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　ＪＡでは昨年の冬に初めて農業機械メンテナンス会を開催しました。今年度は夏と秋と冬に開
催を予定しております。基本メンテナンスとして、エンジンや作業ギア系統（オイル残量等）、始動

スイッチ系統などです。整備目安としては、事前申し込みによる自己持ち込みが可能な農業機械を農業
機械整備技能士の資格を持った職員などがメンテナンスを行います。周知方法は組合員支部回覧お
よび営業担当者による訪問などとなっていますのでご確認いただき、ぜひご利用ください。
　また、8月3日（金）と4日（土）に農業機械展示予約会を実施します。なお、事前予約が必要となります
ので、上記のお知らせをご確認の上、お気軽にご連絡ください。

"

セレサ不動産（株）菅営業所をリニューアル
セレサ不動産（株）菅営

業所がリニューアルし、建
物の２階に（株）ジェイエー
アメニティーハウスの子会
社・（株）アメニティーハウジ
ングの店舗がオープンしま
した。

組合員の皆さまが所有
する物件の入居率向上を
はかるとともに、お気軽に
ご利用いただけるよう努め
てまいりますので、ぜひご
活用ください。

農機貸出事業等に関する新料金のご案内(一部抜粋)

この度、子会社のセレサアグリコ株式会社で実施しており
ました事業を当ＪＡに移管し、平成30年7月2日より以下の料
金になりました。なお、詳細につきましては、営農部アグリサ
ポート課 （TEL 044-777-6655）までお問合せください。

①農機貸出事業料金表 （貸出時間：平日8時30分〜17時）

機種 利用単位 利用料金 備考 配送料

トラクター 1時間
（アワメーター）

3,000円 19馬力 3,000円3,000円 21馬力

管理機 1日
1,500円 本体のみ

2,000円3,000円 マルチャー付 
 （高畝 ･平畝）

ロータリーナイフ 1日 3,000円

②農作業受託 （オペレーター付き） （受付時間：平日8時30分〜17時）

作業 機種 料金 備考 配送料

耕耘
トラクター19馬力 12,000円

10aあたり
2ｔ車

3,000円トラクター 21馬力 12,000円
管理機 26,000円

2,000円
除草

ロータリーナイフ 24,000円
10aあたり
（処分なし）ハンマーナイフ 24,000円

刈払機 20,000円

վ૷しͨੁӦۀॴ
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セレサモス
出荷者紹介
セレサモス
出荷者紹介『

モス
ぴー』のファーマ

ーズマーケット

❶住所　❷出荷店舗　❸主な出荷品目

❶高津区上作延
❷宮前店
❸トマト・キュウリ・ミョウガなど

年間20品目ほどの野菜と果樹を栽培し、今年はさ
わやかな香りが特徴のエシャロットに初挑戦していま
す。自宅裏の山で集めた落ち葉と鶏糞を配合した有機
肥料を使用する他、収穫後は湧水で洗って出荷。自然
の恵みを活用した旬の農産物を、ぜひご賞味ください。

出荷者のコメント

❶麻生区下麻生
❷麻生店
❸トマト・アスパラガス・ブルーベリーなど

10年ほど前に就農し、約40品目の野菜や果樹を露
地栽培しています。品質の高い農産物の出荷を心掛け
ている他、毎年新しい品種の栽培に挑戦することで、
リピーターの増加をはかっています。旬を迎えたトマ
トやナスなどをぜひご賞味ください。

出荷者のコメント

❶麻生区岡上
❷麻生店
❸キュウリ・トマト・オクラなど

温室と露地で、年間15品目ほどの野菜を栽培して
います。栽培品目に応じて土作りを行い、作物が生長
しやすい環境づくりをしています。今後も少量多品目
を心掛け、消費者のニーズに合わせた野菜を提供し
ていきたいです。

出荷者のコメント

梶 時世さん

❶宮前区東有馬
❷宮前店
❸トマト・キュウリ・ダイコンなど

温室と露地で、年間10品目ほどの野菜を栽培して
います。おすすめはトマトの「桃太郎」。品質と味にこだ
わり、温室では昨年から全農のトロ箱養液栽培システ
ム「うぃずＯｎｅ」を活用し、液肥の量と時間を調整して
います。ぜひ食べてみてください。

出荷者のコメント

髙桑 正光さん

程塚 伸秀さん

秋山 勲さん

セレサモスからのお知らせ

第3回定例理事会　6月19日（火）��� ຊళで։࠵理事会だより イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セレサのDATA�（6月30日現在）
�高څങ品供ߪ 2ԯ�2ඦສԁ
ൢച品औѻ高� �ԯ5�ඦສԁ
�約高ܖۀࣄઃࢪ 10ԯ���ඦສԁ
ஷۚ� 1ஹ4
�41ԯԁ
ି出ۚ� 5
���ԯԁ
長ࡁڞظอ有高� 1ஹ�
���ԯԁ
年ۚࡁڞอ有高� �4�ԯԁ
૊合һ਺� ��
1��ਓ
うちਖ਼૊合һ� 5
4�2ਓ
।૊合һ� �1
�15ਓ

8月の経営相談日（法律経営）
˙ �೔ʢՐʣ �ɿ�0ʙ11ɿ�0ࢧٰ޲�ళ

1�ɿ�0ʙ15ɿ�0தࢧݪళ
˙14೔ʢՐʣ1�ɿ�0ʙ15ɿ�0֟生ࢧళ
˙21೔ʢՐʣ �ɿ�0ʙ11ɿ�0ࢧ�٦ళ

1�ɿ�0ʙ15ɿ�0தࢧݪళ
˙25೔ʢ土ʣ �ɿ�0ʙ11ɿ�0�ֿ ϲ୩Ϗϧ
˙2�೔ʢՐʣ1�ɿ�0ʙ15ɿ�0�Ҵాࢧళ
૬ஊ時間はݪଇ �0෼ఔ౓。༧約੍。
ご༧約は૬ஊ೔前Ӧۀ೔1�ɿ00までに
֤ձ৔ࢧళの૯合૬ஊ୲౰まで。
ʢֿϲ୩Ϗϧはຊళࢿ産૬ஊ՝までʣ
土༵೔の૬ஊձにͭいては、ご༧約が
ない৔合は։࠵いたしません。

8月の営農相談コーナー
ηϯターళࡁܦ˔
ɹʢٶ前۠有അ�2�1��1ʣ
ɹ1೔ʢ水ʣ、�೔ʢ水ʣ、10೔ʢۚʣ、
���1�೔ʢۚʣ、22೔ʢ水ʣ、2�೔ʢ水ʣ
ళฮύーシϞϯࡐࢿ˔
ɹʢຑ生۠ยฏ 2��0�15ʣ
ɹ2೔ʢ໦ʣ、�೔ʢՐʣ、1�೔ʢ໦ʣ、
ɹ21೔ʢՐʣ、2�೔ʢ໦ʣ、2�೔ʢՐʣ
˔時ɹ間ɹ�ɿ00ʙ1�ɿ00
˔૬ஊһɹ̟ ̖のӦ農ٕज़ސ໰
˔ͦの他ɹ༧約はෆཁです。

8月のセレササロン
˙ 2೔ʢ໦ʣதࢧݪళ
˙ �೔ʢ水ʣ高௡ࢧళ
˙ 22೔ʢ水ʣ生ాࢧళ
˔಺༰ɹタΠϧίースター
˔ձ費ɹ1
200ԁ
˔ର৅ɹおおΉͶ�0ࡀҎ্のํ
お໰合せɾおਃࠐみ
ຊళ生活෱ࢱ՝ʢ5&-�044�����250�ʣ

8月の休日住宅ローン相談会
˙ 25೔ʢ土ʣ
೔ࢧ٢ళ、খਿࢧళ、॓Տࢧݪళ、
ֿϲ୩ࢧళŊ 、ళࢧٰ޲、ళࢧ࡚ٶ
ઍ୅ϲٰࢧళ
˙ 2�೔ʢ೔ʣ
みなみࢧళ、ࢧ޾ޚళ、新৓ࢧళ、
、ళࢧళ、野઒ࢧ地Ӻ前ٱ、ళࢧ٢ॅݩ
ళࢧళ、長୔ࢧ前ฏٶ
։ࢧ࠵ళまたはԼهϗームϖーδか
らご༧約のうえ、ごདྷ৔ください。
ご༧約がないํはお଴ちいただくこと
がご͟います。
˞時間は�ɿ00ʙ15ɿ00

8月の年金無料相談会
˙ 5೔ʢ೔ʣখਿࢧళ
˙ 14೔ʢՐʣখࢧ޲ళ
˙ 1�೔ʢ໦ʣࢧ޾ޚళ
˙ 1�೔ʢ೔ʣதࢧݪళ
˙ 21೔ʢՐʣ� ళࢧޱ฼ࢠ
˙ 2�೔ʢ೔ʣ� ೔ࢧ٢ళ
˙ 2�೔ʢՐʣ� ౦֟生ࢧళ
։ࢧ࠵ళまたはԼهϗームϖーδから
ご༧約のうえ、ごདྷ৔ください。 8月の遺言信託個別相談会

˙�22೔ʢ水ʣࢧ�٦ళ
˙�2�೔ʢ໦ʣ�生ాࢧళ
˙�2�೔ʢՐʣ�みなみࢧళ
˔時間ɿ�ɿ00ʙ1�ɿ00
˔૬ஊһɿ̟ ̖ਆಸ઒ݝ৴࿈のࡒ຿ί
ɹϯαϧタϯト౳
ɾ�૬ஊ時間はݪଇ1時間�0෼まで。
ɾ�ご૬ஊແ料ɾ༧約 ɾ੍ൿີݫक。
ɾ�ご༧約は૬ஊձ։࠵೔の前ʑӦۀ�����
೔�1�ɿ00までにおۙくのࢧళまで。

˞։࠵೔に౎合がͭかない৔合は、
おܰؾにおۙくのࢧళまでお໰合
せください。�

˞̟̖ਆಸ઒ݝ৴࿈�৴ୗ୅ཧళ
̟̖ηϨα઒࡚�ຊళۚ༥ਪਐ෦�ɹ
ɹɹɹɹʢ5&-�044�����2140ʣ

౰̟̖が行うҨݴ৴ୗ୅ཧۀ຿はܖ
約క݁のഔհです。

セレササービスのご案内
ୈ̏ճਓܗ供養ࡇを։࠵します
ʲ ೔ ఔ 1r0݄20೔ʢ土ʣ

�ɿ00ʙ1�ɿ�0ਓܗड෇
14ɿ00ʙ14ɿ�0 供養ࡇʢਆࣜʣ

ʲ ৔ ॴ ʳ̟ ̖ηϨαֿϲ୩Ϗϧ�
高௡ֿ۠ϲ୩ 2�1��

ʲ供養料 1rମ 100ԁ
Ψϥスέースɿ500ԁʢҰՈ଒ʣ
ひなஃɿ500ԁʢҰՈ଒ʣ

ʲ࿈བྷઌ ηrϨααーϏスʢגʣ

ʢ5&-�0120��0���5�ʣ

⾢ +"ηϨα川࡚�ϗʔϜϖʔδɹ IUUQ���XXX�KBDFSFTB�PS�KQ�
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�【報告事項】
�։݁࠵Ռ
˙ୈ21ճ௨ৗ૯୅ձࣄ前આ໌ձ
೔ ఔɿ�݄�೔ʢ水ʣ、�೔ʢ໦ʣ、�೔ʢۚʣ、11೔ʢ݄ʣ、12೔ʢՐʣ
৔ ॴɿ֤地۠౷ׅࢧళ
出੮者਺ɿ2��ਓʢ前年౓25�ਓʣ、前年ରൺ10��2ˋ

Δ͜ͱ͢ࢪ࣮ޙࠓ
˙201�農ۀ機ցలࣔ༧約ձ
೔ ఔɿ�݄�೔ʢۚʣ、4೔ʢ土ʣ��時ʙ15時�0෼
৔ ॴɿ全農ਆಸ઒ݝຊ෦�ాଜࣄ຿ॴ
಺ ༰ɿ+"άϧーϓਆಸ઒ਪ঑機種లࣔൢച他

˙ちΌ͙りんϑΣスタ
೔ ఔɿ�݄�೔ʢ݄ʣ�1�時ʙ15時
৔ ॴɿηϨαϞスٶ前ళɹϞスͽーϗーϧ
಺ ༰ɿࢽࡶ「ちΌ͙ りん」を活用した޻作ɾおやͭ作り
ର ৅ 者ɿখֶ生とͦのอޢ者

˙ঁੑ෦ࢧ෦࠲ஊձ
ظ 間ɿ�݄1೔ʙ12݄2�೔ʢ೔ఔはࢧ෦ごとにબఆʣ
時 間ɿঁੑ෦һがࢀ加しやすい時間ଳ、2時間ఔ౓
৔ ॴɿݪଇとして౷ׅࢧళձٞ室
˙使用ࡁ農ۀ用品ɾ農ༀのదਖ਼ճ収
ɹʻ農ۀ用品ʼ
೔ ఔɿ前ظʜ��݄5೔ʢ水ʣ、�೔ʢ໦ʣ、後ظʜ�1年�݄࣮ࢪ༧ఆ

時間ɾ৔ॴɿɿ
5೔��時�0෼ʙ15時ɿࠇ઒Ӧ農ஂ地؅ཧ૔ݿ
�೔��時�0෼ʙ15時ɿࢠ฼̟ޱ ̖ॻݿηϯター

ɹʻ農ༀʼ
೔ ఔɿ�݄22೔ʢ水ʣ、ฏ੒�1年1݄2�೔ʢ水ʣ

時間ɾ৔ॴɿɿ
�時�0෼ʙ11時�0෼ɿࠇ઒Ӧ農ஂ地؅ཧ૔ݿ
1�時�0෼ʙ15時�0෼ɿΞάリϕース

�

【協議事項】

営業時間のご案内
ɹฏ೔�ɿ00ʙ15ɿ00ޱళ૭ࢧ˔
˔̢̖̩ɹ�ɿ00ʙ21ɿ00
ʢηϨαϞスຑ生ళはӦۀ時間಺のՔಇʣ
ηϯターళࡁܦ˔
ɹฏ೔ɾ土೔�ɿ00ʙ1�ɿ�0
ɹ˞ॕ೔はٳみ
ళฮύーシϞϯࡐࢿ˔
ɹฏ೔ɾ土೔�ɿ00ʙ1�ɿ�0
ɹ˞ॕ೔はٳみ
˔ηϨαϞスຑ生ళɹ10ɿ00ʙ1�ɿ00
˔ηϨαϞスٶ前ళɹ10ɿ00ʙ1�ɿ00
ɹ˞ौ଺؇࿨のため։ళ時間をૣめ
ɹɹる৔合が͋ります。
ɹɹʢఆٳ೔ɿ水 ɾ༵年຤年࢝他ʣ

10߲目をܾٞڠఆ
他1�߲目をใࠂ

22



セレサ ス
出

スセレサ ス
出
セセセセセレレレレレレレレサササササササササササ スススススススス
出出『

モス
ぴー』のスス

ファーマ
ーズマーケット

❶住所　❷出荷店舗　❸主な出荷品目

❶高津区上作延
❷宮前店
❸トマト・キュウリ・ミョウガなど

年間20品目ほどの野菜と果樹を栽培し、今年はさ
わやかな香りが特徴のエシャロットに初挑戦していま
す。自宅裏の山で集めた落ち葉と鶏糞を配合した有機
肥料を使用する他、収穫後は湧水で洗って出荷。自然
の恵みを活用した旬の農産物を、ぜひご賞味ください。

出荷者のコメント

❶麻生区下麻生
❷麻生店
❸トマト・アスパラガス・ブルーベリーなど

10年ほど前に就農し、約40品目の野菜や果樹を露
地栽培しています。品質の高い農産物の出荷を心掛け
ている他、毎年新しい品種の栽培に挑戦することで、
リピーターの増加をはかっています。旬を迎えたトマ
トやナスなどをぜひご賞味ください。

出荷者のコメント

❶麻生区岡上
❷麻生店
❸キュウリ・トマト・オクラなど

温室と露地で、年間15品目ほどの野菜を栽培して
います。栽培品目に応じて土作りを行い、作物が生長
しやすい環境づくりをしています。今後も少量多品目
を心掛け、消費者のニーズに合わせた野菜を提供し
ていきたいです。

出荷者のコメント

梶 時世さん

❶宮前区東有馬
❷宮前店
❸トマト・キュウリ・ダイコンなど

温室と露地で、年間10品目ほどの野菜を栽培して
います。おすすめはトマトの「桃太郎」。品質と味にこだ
わり、温室では昨年から全農のトロ箱養液栽培システ
ム「うぃずＯｎｅ」を活用し、液肥の量と時間を調整して
います。ぜひ食べてみてください。

出荷者のコメント

髙桑 正光さん

程塚 伸秀さん

秋山 勲さん

セレサモスからのお知らせ

『

高津区上作延

トマト・キュウリ・ミョウガなど
出荷者のコメント

❶麻生区岡上
❷麻生店
❸キュウリ・トマト・オクラなど

梶 時世さんさん

麻生区下麻生

トマト・アスパラガス・ブルーベリーなど
出荷者のコメント

❶
❷
❸

秋山

宮前区東有馬

トマト・キュウリ・ダイコンなど

麻生区岡上

キュウリ・トマト・オクラなど

セレサモス麻生店
� Լ݄旬Ҏ߱、઒࡚の໊産「多ຎ઒ས」の
出荷がঃʑに࢝まります。「޾水」の他、
「なͭみず」などがฒͿ༧ఆです。
く、「なڧは果೑が多ोで؁みが「水޾」
ͭみず」はେۄで؁味とࢎ味のόϥϯスの
ྑさが特徴。も͗たての新઱なསを生産者
ごとに食べൺべてみてはいかがでしΐうか。
օさまのごདྷళを心Αりお଴ちしてお

ります。

8月の出張販売
��2೔ʢ໦ʣ11ɿ00ʙࢧ޾ޚళɹ
���೔ʢ໦ʣ11ɿ00ʙେౡࢧళ
1�೔ʢ໦ʣ11ɿ00ʙみなみࢧళ

͓ถの೔
ʲຑ生ళɾٶ前ళʳ
毎ि ɾۚ土༵೔は1໏ฑを2ׂ
Ҿでൢചいたします。
˞ׂҾ੍౓にͭいては、༧ࠂな
くมߋする৔合が͋ります。

ˑηϨαϞεのறं৔ʹ͍ͭͯ
ॺからのཁ੥にΑり、࿏্で࡯ܯ
のೖ৔଴ちはҰ੾できません。

セレサモス宮前店
� Լ݄旬Ҏ߱、઒࡚の໊産「多ຎ઒ས」

の出荷がঃʑに࢝まります。「޾水」の
他、「๛水」などがฒͿ༧ఆです。
く、「๛ڧは果೑が多ोで؁みが「水޾」
水」は؁みのதにほどΑいࢎ味が͋るの
が特徴。も͗たての新઱なསを生産者ご
とに食べൺべてみてはいかがでしΐうか。
օさまのごདྷళを心Αりお଴ちしてお

ります。
ॴ ࡏ 地ɿ઒࡚ࢢຑ生۠ࠇ઒1�2
ిɹɹ࿩ɿ044�����5�11
Ӧۀ時間ɿʪ4݄ʙ10݄ʫ10ɿ00ʙ1�ɿ00
˞ौ଺؇࿨のため։ళ時間をૣめる৔合が͋ります。
ఆ ٳ ೔ɿ毎ि水༵೔、年຤年࢝他

ॴ ࡏ 地ɿ઒࡚ٶࢢ前۠2�1�4࡚ٶ
ిɹɹ࿩ɿ044��5��5011
Ӧۀ時間ɿʪ௨年ʫ10ɿ00ʙ1�ɿ00
˞ौ଺؇࿨のため։ళ時間をૣめる৔合が͋ります。
ఆ ٳ ೔ɿ毎ि水༵೔、年຤年࢝他
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ɾܲΉͶ೑ʜ̍ຕʢ���̶ ʣ
ɾԘ、ίγϣ΢ʜదྔ
ɾย܀คʜదྔ
ɾαϥμ༉ʜదྔ
ɾཛʜݸ�
ɾΩϜνʜ���̶
ɾϚϤωʔζʜదྔ
ɾΦΠελʔιʔεʜখ͞͡ �
ɾ͝ま༉ʜదྔ
ɾᣐでͨࢬ౾ʜదྔ

தݪ区໦݄住٢ொ��齋藤　智恵子さん
ཛΛ൒ख़にする͜とでܲ೑とབྷまΓや
す͘なΓます。まͨ、ϚϤωʔζがਏ
͞Λ཈͑るϙΠϯτ。ΩϜνのྔΛௐ
੔すれ͹ࢠͲ΋΋৯΂Βれます。ϔϧ
γʔで؆୯に࡞れ、ελϛφが͓ͭ͘
すすΊの一඼です。

ワ ン ポ イ ン ト ア ド バ イ ス

作り方

材料 （2～3人分）

鶏マヨキムチ

+"ηϨα઒࡚ɹࢽؔػ

߸
月7

2018 July

ηϨα�݄߸
/P����

お

い
しい
ものレシピ

Let's cook

お

い
しい
ものレシピ

Letete 's cook

DISH
UP!
D

�⁞��ൽΛऔΓআいͨܲ೑Λ�ʙ�ᶱ෯に͗࡟੾Γにし
て、Ԙ、ίγϣ΢ΛৼΓ、ย܀คΛશମにまͿす。

�� ��ϑϥΠύϯにαϥμ༉Λ೤し、༹͖ཛΛྲྀしೖれ、
൒ख़ঢ়ଶになっͨΒࡼに置͘。

���⁠�ϑϥΠύϯΛαοとચい、αϥμ༉Λ೤し、ᶃ
Λ྆໘ম͘。

�⁡��ᶅにΩϜνΛՃ͑、ܰ͘Րが通るまでᖱΊる。

�⁢��ᶆにϚϤωʔζとΦΠελʔιʔεΛՃ͑、
ɹ�ຯΛௐ͑る。

�❻��ՐΛࢭΊてᶄの൒ख़ཛΛՃ͑てܰࠞͥ͘߹Θͤる。
͝ま༉ΛབྷΊͨࢬ౾ΛࢄΒしͨΒ、で͖͋がΓ。




